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酒
井
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昌
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卓
o
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亀
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鯛
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冒
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＝
o
ε
巨
問
『
5
ひ
ぎ
再
9
已
s
ユ
｝
6
Z
o
8
∪
ヵ
ヲ
6
出
留
』
ヨ
芦
ぎ
・
・
宮
富
合
・
力≧
吟
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。
の
字
竃
一
は
じ
め
に
0
田
中
本
『
鷹
歌
等
』
の
書
誌
と
所
収
資
料
②
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
成
立
と
周
縁
③畠
山
義
忠
の
歌
会
主
催
と
幕
府
歌
会
参
加
④
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
成
立
と
人
的
構
成
⑤
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
出
詠
の
五
山
僧
と
賢
良
⑥
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
か
ら
『
瀧
湘
八
景
歌
』
へ
お
わり
に
［論
文
要
旨
］
　本
稿
は
、
近
時
、
伝
存
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
鷹
歌
　
　
　
　
は
、
他
に
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
と
『
瀟
湘
八
景
歌
』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
歌
道
家
や
守
護
大
名
等
』
所
収
「
住
吉
　
玉
津
島
　
高
野
山
へ
賢
良
御
参
詣
時
於
路
次
人
々
」
（
内
題
、
本
稿
で
は
「
賢
良
　
　
　
　
を
中
核
に
作
者
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
を
基
準
に
、
義
忠
（
賢
良
）
の
主
催
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
と
仮
称
）
を
中
心
に
、
能
登
守
護
畠
山
氏
の
義
忠
（
法
名
賢
良
）
の
主
催
　
　
　
　
し
た
歌
会
の
出
詠
者
を
、
『
草
根
集
』
や
『
尭
孝
法
印
日
記
』
な
ど
を
も
と
に
比
較
す
る
と
、
幕
府
し
た
歌
会
の
作
者
圏
を
調
査
し
、
歌
会
に
集
っ
た
公
・
武
・
僧
の
歌
人
達
の
階
層
や
構
成
を
探
究
し
　
　
　
　
に
直
勤
し
た
奉
公
衆
・
御
供
衆
な
ど
の
武
士
階
層
が
出
家
遁
世
し
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ケ
ー
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
専
門
歌
人
の
門
弟
筋
に
限
ら
れ
た
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
　田
中
本
『
鷹
歌
等
』
は
、
未
整
理
の
歌
稿
を
書
き
抜
い
た
歌
群
中
に
正
徹
の
新
出
歌
が
一
〇
首
含
　
　
　
　
と
も
異
な
る
人
的
構
成
で
あ
る
。
ま
れ
る
な
ど
、
正
徹
関
係
の
資
料
が
多
い
。
し
か
し
、
正
徹
の
他
撰
家
集
『
草
根
集
』
の
編
纂
に
　
　
　
　
　
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
と
『
瀟
湘
八
景
歌
』
か
ら
は
、
賢
良
の
五
山
僧
と
の
親
密
な
交
友
圏
が
知
ら
れ
、
近
い
段
階
の
歌
稿
の
抜
書
の
転
写
で
あ
り
、
扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る
。
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
　
　
　
　
賢
良
は
歌
人
と
五
山
僧
が
一
堂
に
会
す
る
雅
会
の
後
援
者
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
和
歌
」
も
、
そ
う
し
た
一
連
の
資
料
群
に
含
ま
れ
る
が
、
外
部
徴
証
か
ら
成
立
年
次
は
文
安
三
年
　
　
　
　
『
草
根
集
』
に
は
、
歌
会
催
行
記
事
が
確
か
に
目
立
つ
が
、
漢
詩
と
和
歌
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
雅
会
（
一四
四
六
）
を
軸
と
す
る
前
後
三
、
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。
本
歌
会
の
出
詠
者
が
正
徹
と
嘉
孝
の
門
　
　
　
　
も
催
さ
れ
て
い
る
。
賢
良
主
催
の
歌
会
で
は
、
階
層
や
歌
道
流
派
を
超
え
た
文
芸
の
「
場
」
が
機
能
弟
格
の
歌
僧
に
限
ら
れ
る
の
は
特
筆
さ
れ
る
。
賢
良
が
主
催
し
た
歌
会
で
独
立
し
た
伝
本
が
残
る
の
　
　
　
　
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に
　
正
徹
の
家
集
で
あ
る
『
草
根
集
』
巻
二
二
七
三
四
～
一
七
三
七
番
歌
に
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
三
月
に
、
自
邸
の
草
庵
が
焼
失
し
た
折
、
能
登
畠
山
氏
の
祖
、
畠
山
満
慶
の
二
男
で
在
京
守
護
の
義
忠
が
慰
安
に
訪
れ
、
三
十
首
歌
を
詠
ん
だ
記
事
が
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
名
持
熈
）
　
　
卯
月
二
日
夜
、
中
務
大
輔
の
家
に
と
“
ま
り
侍
る
に
、
夜
半
ば
か
り
に
今
　
　
熊
野
・
草
庵
本
坊
の
類
火
に
焼
侍
る
よ
し
、
暁
告
来
し
か
ど
も
、
か
ひ
な
　
　
き
事
に
て
ぞ
侍
し
、
愚
老
廿
歳
の
年
よ
り
よ
み
を
き
し
歌
二
万
六
七
千
首
、
　
　
三
十
余
帖
に
か
き
を
き
し
も
、
一
も
の
こ
ら
ず
、
惣
て
和
歌
抄
物
、
自
筆
　
　
秘
口
伝
等
、
か
ず
を
つ
く
し
む
な
し
き
煙
と
な
し
侍
り
ぬ
れ
ば
、
今
は
此
　
　
道
無
益
に
お
ぼ
え
て
、
な
が
く
と
“
ま
り
侍
る
べ
き
よ
し
思
な
り
ぬ
る
を
、
　
　
と
て
も
ほ
ど
あ
る
ま
じ
き
年
の
す
ゑ
な
れ
ば
、
わ
つ
か
に
あ
ら
む
か
ぎ
り
　
　
は
、
な
ど
か
は
心
を
も
な
ぐ
さ
め
ざ
ら
む
な
ど
、
す
・
め
ら
る
・
方
も
侍
　
　
る
に
、
げ
に
も
と
よ
り
あ
と
な
き
う
た
か
た
の
、
し
ば
し
の
ほ
ど
を
と
か
　
　
く
思
も
、
中
々
執
心
あ
る
か
た
と
お
ぼ
え
て
、
其
後
も
い
け
る
か
ぎ
り
の
　
　
な
ぐ
さ
め
に
は
又
な
に
を
か
は
と
て
ま
じ
ろ
ひ
侍
る
、
返
々
も
は
か
な
く
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
∀
　
　
　
（
畠
山
義
忠
）
　
　
お
ぼ
え
侍
る
、
同
八
日
、
阿
波
守
の
家
に
て
な
ぐ
さ
め
ら
る
・
事
に
て
、
　
　
人
々
三
十
首
す
・
め
ら
る
・
な
か
に
　
　
　
嶺
上
新
樹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
字
分
空
白
）
つ
く
ば
ね
や
し
げ
れ
ば
い
と
“
み
な
の
川
嶺
よ
り
お
つ
る
音
〔
　
　
〕
し
て
　
　
　
暁
鵜
川
う
か
ひ
舟
此
瀬
ば
か
り
と
よ
こ
雲
に
月
を
か
く
し
て
葺
さ
す
也
　
　
　
初
恋
露
分
て
お
も
ひ
入
野
の
初
尾
花
い
つ
し
か
よ
そ
に
ぬ
る
・
袖
哉
　
　
　
海
か
き
と
め
て
煙
と
な
し
ぬ
も
し
ほ
草
さ
て
も
跡
な
き
筆
の
海
哉
永
享
四
年
に
正
徹
は
五
二
歳
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
詞
書
の
「
愚
老
廿
歳
の
年
よ
り
よ
み
を
き
し
歌
二
万
六
七
千
首
、
三
十
余
帖
に
か
き
を
き
し
も
」
の
記
載
は
、
正
徹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
自
筆
と
さ
れ
る
香
川
県
の
常
徳
寺
蔵
『
永
享
六
年
正
徹
詠
草
』
の
よ
う
な
日
次
家
集
が
、
正
徹
二
〇
歳
の
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
か
ら
年
次
ご
と
に
一
帖
ず
つ
整
理
・
清
書
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
『
草
根
集
』
は
巻
二
が
永
享
年
間
の
日
次
家
集
で
あ
る
が
、
永
享
三
、
七
～
一
二
の
各
年
の
ま
と
ま
っ
た
日
次
詠
草
は
存
在
せ
ず
、
正
広
が
『
草
根
集
』
を
編
纂
し
た
時
期
に
既
に
散
侠
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
『
永
享
六
年
正
徹
詠
草
』
の
よ
う
に
独
立
し
た
日
次
家
集
は
、
永
享
五
年
（天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵
）
と
永
享
九
年
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
の
も
の
が
存
　
（
2
）
す
る
。
こ
れ
ら
の
詠
草
と
『
草
根
集
』
の
日
次
歌
群
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
所
収
歌
が
豊
富
で
内
容
も
充
実
し
て
お
り
、
後
者
は
、
断
簡
を
綴
り
合
わ
せ
た
歌
稿
　
　
　
　
　
　
（
3
）
に
留
ま
る
と
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
近
時
、
伝
存
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
鷹
歌
等
』
〔
以
下
「
田
中
本
『
鷹
歌
等
』
」
乃
至
は
「
『
鷹
歌
等
』
」
と
略
称
〕
に
合
綴
さ
れ
る
正
徹
の
作
品
に
は
、
「
住
吉
玉
津
島
高
野
山
へ
賢
良
御
参
詣
時
於
路
次
人
々
」
と
内
題
が
記
さ
れ
る
歌
会
詠
〔
以
下
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
と
仮
称
〕
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
未
整
理
の
詠
草
が
抜
書
さ
れ
た
歌
群
中
に
正
徹
の
新
出
歌
が
一
〇
首
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
殊
に
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
は
、
本
稿
冒
頭
に
掲
出
の
、
永
享
四
年
三
月
の
草
庵
焼
失
に
際
し
て
の
正
徹
慰
問
の
歌
会
を
開
い
た
畠
山
義
忠
（
法
名
賢
良
）
が
主
催
し
た
歌
会
で
あ
る
。
賢
良
と
正
徹
の
交
際
関
係
、
賢
良
の
文
学
事
蹟
、
そ
し
て
彼
を
取
り
巻
く
歌
人
の
交
友
圏
な
ど
に
関
し
て
新
知
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
を
提
起
さ
せ
る
好
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
北
山
文
化
の
担
い
手
と
さ
れ
る
、
守
護
大
名
層
の
和
歌
・
漢
詩
等
の
文
芸
活
動
の
精
査
も
、
学
際
的
な
視
野
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
る
べ
き
作
業
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
で
は
、
ま
ず
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
を
中
心
に
、
田
中
本
『
鷹
歌
等
』
の
書
誌
的
事
項
を
押
さ
え
、
合
綴
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
討
究
す
る
。
そ
し
て
、
守
護
大
名
の
賢
良
が
こ
う
し
た
歌
会
を
催
行
し
た
経
緯
と
実
態
、
及
び
そ
の
背
景
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
賢
良
が
主
催
し
た
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
と
『
瀟
湘
八
景
歌
』
（
い
ず
れ
も
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
本
〔
以
下
「
高
松
宮
本
」
と
略
称
〕
に
存
す
る
）
に
関
し
て
、
賢
良
と
正
徹
、
五
山
僧
と
の
繋
が
り
を
叙
述
す
る
。
0
田
中
本
『
鷹
歌
等
』
の
書
誌
と
所
収
資
料
　
ま
ず
、
田
中
本
『
鷹
歌
等
』
の
書
誌
を
、
前
掲
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
［国
文
学
資
料
・
聖
教
類
編
］
』
に
依
拠
し
つ
つ
略
述
す
る
。
函
架
番
号
H
ー
七
四
七
ー
八
五
。
仮
綴
・
一
冊
。
緑
色
の
紐
を
結
び
合
わ
せ
紙
維
と
す
る
（
後
補
）
。
縦
二
三
・
二
×
一
七
・
二
糎
。
砥
粉
色
の
本
文
共
紙
の
表
紙
。
左
肩
に
直
書
で
外
題
「
鷹
歌
」
。
中
央
に
田
中
教
忠
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
白
地
の
題
答
「
詠
鷹
歌
百
首
抜
書
藤
原
貞
俊
卿
／
詠
鷹
歌
抜
書
修
理
大
夫
実
時
朝
臣
／
詠
鷹
古
歌
抜
書
／
詠
百
首
和
語
釈
正
徹
／
和
歌
制
の
言
葉
／
住
吉
玉
津
島
高
野
山
へ
賢
良
御
参
詣
路
次
人
々
詠
歌
」
あ
り
。
見
返
し
に
田
中
教
忠
の
蔵
書
票
あ
り
。
墨
付
一
九
丁
（
共
紙
表
紙
を
含
む
）
。
半
丁
一
一
～
一
五
行
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
虫
損
甚
だ
し
く
、
後
人
に
よ
る
裏
打
補
修
が
施
さ
れ
る
。
内
題
（番
号
は
後
述
の
所
収
資
料
一
覧
に
対
応
）
、
①
「
詠
鷹
百
首
和
詞
」
、
③
「
詠
百
首
和
寄
釈
正
徹
」
、
④
「
詠
歌
一
体
云
此
比
人
の
よ
み
い
た
し
た
ら
ん
詞
更
二
よ
む
へ
か
ら
す
」
⑦
「
住
吉
玉
津
島
高
野
山
へ
賢
良
御
参
詣
時
於
路
次
人
々
」
、
⑨
「
二
口
一
日
於
高
雄
二
楽
軒
（
稿
者
注
、
飛
鳥
井
雅
康
）
」
。
奥
書
・
識
語
等
な
し
。
［
室
町
末
期
写
］
。
次
に
、
所
収
の
和
歌
資
料
を
一
覧
に
し
た
上
で
、
概
説
を
加
え
て
み
よ
う
（
一
覧
は
、
原
則
と
し
て
内
題
、
及
び
位
署
に
拠
っ
た
。
内
題
を
欠
く
資
料
、
及
び
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
歌
会
」
は
、
便
宜
上
［
］
に
よ
り
仮
題
乃
至
略
称
を
付
し
た
）
。
①
「
詠
鷹
百
首
和
謡
／
藤
原
朝
臣
貞
俊
卿
」
（
二
丁
表
～
三
丁
表
）
②
［
詠
鷹
歌
抜
書
修
理
大
夫
実
時
朝
臣
］
（
三
丁
表
～
六
丁
裏
）
③
「
詠
百
首
和
寄
釈
正
徹
」
（
七
丁
表
～
一
〇
丁
裏
）
④
「
詠
謂
一
体
云
此
比
人
の
よ
み
い
た
し
た
ら
ん
詞
更
二
よ
む
へ
か
ら
す
」
　
（
一
一
丁
表
～
＝
二
丁
裏
）
⑤
［
夫
木
和
歌
抄
秋
冬
和
歌
抜
書
］
二
四
丁
表
～
一
四
丁
裏
）
⑥
［
清
岩
・
正
胱
・
持
孝
・
雅
親
の
詠
草
断
簡
］
二
五
丁
表
～
一
五
丁
裏
）
⑦
［
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
］
二
六
丁
表
～
一
六
丁
裏
）
⑧
［
永
享
元
年
一
二
月
「
聖
廟
法
楽
百
首
和
認
」
恋
部
抜
書
］
二
七
丁
裏
〈
一
七
　
丁
表
は
白
紙
〉
）
⑨
「
二
口
一
日
於
高
雄
二
楽
軒
」
二
九
丁
裏
）
こ
の
中
で
、
正
徹
関
係
の
資
料
は
後
に
一
括
し
て
調
査
結
果
を
述
べ
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
、
①
②
④
⑤
⑨
の
内
容
を
略
述
す
る
。
①
と
②
は
鷹
歌
の
抜
書
集
成
で
あ
る
。
鷹
歌
と
は
、
鷹
狩
用
の
鷹
の
育
成
・
使
用
に
つ
い
て
教
訓
す
る
歌
で
あ
り
、
室
町
期
に
多
く
作
ら
れ
た
。
鷹
歌
の
多
く
は
、
作
者
が
藤
原
良
経
、
定
家
、
慈
円
、
西
園
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
公
経
、
実
兼
ら
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
疑
わ
し
く
仮
託
で
あ
ろ
う
。
西
園
寺
家
と
鷹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
歌
の
関
わ
り
は
、
公
経
・
実
兼
の
詠
と
も
伝
え
ら
れ
る
『
鷹
百
首
』
が
存
し
、
実
兼
の
代
に
も
続
い
た
。
よ
っ
て
、
①
「
詠
鷹
百
首
和
詞
／
藤
原
朝
臣
貞
俊
卿
」
も
、
西
園
寺
家
嫡
流
で
、
西
園
寺
公
宗
男
の
貞
俊
に
仮
託
し
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
伝
貞
俊
の
鷹
百
首
は
従
来
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
新
出
資
料
で
あ
る
が
、
四
八
首
の
み
の
抜
書
で
あ
る
。
②
［
詠
鷹
歌
抜
書
修
理
大
夫
実
時
朝
臣
］
は
、
「
修
理
大
夫
実
時
朝
臣
」
の
位
署
が
端
書
さ
れ
、
正
親
町
公
蔭
男
（
『
尊
卑
分
脈
』
）
の
正
親
町
実
時
の
詠
が
一
四
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首
あ
る
。
次
に
、
慈
円
詠
三
首
が
存
し
、
そ
の
後
に
鷹
を
詠
み
込
ん
だ
古
歌
や
『
堀
河
百
首
』
の
「
鷹
狩
」
題
の
和
歌
の
抜
書
な
ど
が
続
く
。
中
途
に
実
時
詠
が
八
首
含
ま
れ
る
。
④
「
詠
謁
一
体
云
此
比
人
の
よ
み
い
た
し
た
ら
ん
詞
更
二
よ
む
へ
か
ら
す
」
は
、
藤
原
為
家
の
著
『
詠
歌
一
体
』
の
、
禁
制
詞
に
関
す
る
部
分
の
み
を
後
人
が
増
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
補
し
た
歌
学
書
で
、
一
般
に
『
詠
歌
一
体
』
丙
本
と
称
さ
れ
る
。
⑤
［
夫
木
和
歌
抄
秋
冬
和
歌
抜
書
］
は
、
『
夫
木
抄
』
の
秋
一
・
二
・
三
・
四
、
冬
一
・
三
、
雑
一
か
ら
の
一
入
首
の
抜
書
で
あ
る
。
⑨
「
二
口
一
日
於
高
雄
二
楽
軒
」
は
、
飛
鳥
井
雅
康
が
「
高
雄
」
と
「
栂
尾
花
下
」
に
お
い
て
詠
ん
だ
五
首
で
あ
る
。
虫
損
の
た
め
よ
く
判
読
で
き
な
い
が
、
内
題
に
「
二
口
一
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
次
詠
草
の
抜
書
か
。
な
お
、
雅
康
の
部
類
家
集
で
あ
る
『
雅
康
詠
草
』
（
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
蔵
、
『
私
家
集
大
成
　
中
世
W
』
所
収
）
と
は
一
首
の
み
一
致
す
る
。
　
さ
て
、
『
鷹
歌
等
』
に
は
正
徹
関
係
の
資
料
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
前
に
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
徹
の
『草
根
集
』
の
編
纂
と
成
立
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
こ
う
。
『
草
根
集
』
は
正
徹
の
門
弟
の
正
広
に
よ
り
編
ま
れ
た
他
撰
家
集
で
あ
る
。
総
歌
数
＝
二
三
六
首
（宮
内
庁
書
陵
部
〈
五
一
〇
ー
二
八
〉
本
に
依
る
。
『
私
家
集
大
成
　
中
世
皿
』
所
収
）
を
所
収
す
る
。
ま
た
、
一
条
兼
良
の
序
文
に
「
時
に
文
明
五
の
と
し
文
月
の
す
ゑ
つ
か
た
、
桃
華
の
三
関
禅
人
こ
れ
を
し
る
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
明
五
年
二
四
七
三
）
の
七
月
の
成
立
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で
序
文
が
付
さ
れ
た
完
成
形
態
の
成
立
の
年
次
で
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
蔵
旧
内
閣
文
庫
蔵
一
五
冊
本
が
正
徹
の
段
階
の
歌
稿
の
面
影
を
留
め
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
や
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
に
は
、
正
広
の
編
纂
・
補
訂
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
前
者
は
巻
十
五
を
持
た
ず
、
後
者
は
完
本
を
伝
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
一
〇
ー
二
八
）
本
に
は
、
前
述
の
三
本
に
比
し
整
理
・
加
除
・
補
筆
を
施
し
た
痕
跡
が
幾
つ
か
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
一
の
定
数
歌
に
付
せ
ら
れ
て
い
た
「
千
松
末
葉
釈
正
徹
」
「
釈
正
徹
」
な
ど
の
署
名
を
削
り
、
序
文
の
「
招
月
庵
清
厳
正
徹
」
を
「
正
徹
老
人
」
と
改
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
四
末
尾
の
歌
順
の
整
理
傾
向
や
巻
六
の
恋
・
雑
両
部
の
大
幅
な
歌
順
整
理
の
様
態
、
そ
し
て
巻
十
四
末
尾
の
正
徹
死
去
記
録
の
整
備
な
ど
、
歌
集
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
正
徹
死
去
は
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
で
あ
り
、
正
広
が
『
草
根
集
』
編
纂
に
着
手
し
た
段
階
で
は
、
正
徹
が
生
前
手
元
に
集
め
て
い
た
年
次
ご
と
の
日
次
詠
草
の
大
部
分
は
、
散
侠
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
以
前
の
歌
稿
が
草
庵
焼
亡
に
よ
り
失
っ
て
い
る
（
前
述
）
。
こ
う
し
た
『
草
根
集
』
編
纂
の
事
情
や
経
過
を
踏
ま
え
、
『
鷹
歌
等
』
所
収
の
正
徹
関
係
資
料
を
以
後
見
て
い
こ
う
（
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
に
限
り
次
節
で
詳
説
）
。
　
③
「
詠
百
首
和
寄
釈
正
徹
」
は
、
『
草
根
集
』
に
は
、
端
作
り
題
に
「
住
吉
社
法
楽
詠
百
首
和
歌
　
一
日
中
三
時
」
と
あ
る
。
『
鷹
歌
等
』
所
収
本
文
と
比
校
す
る
と
、
『
草
根
集
』
に
は
、
「
住
吉
社
法
楽
」
＝
日
中
三
時
」
の
記
載
と
「
釈
正
徹
」
の
位
署
が
無
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
の
百
首
和
歌
が
『
草
根
集
』
か
ら
の
抜
書
で
は
な
く
、
同
集
編
纂
以
前
の
段
階
の
原
型
を
留
め
る
詠
草
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
『
草
根
集
』
当
該
歌
群
の
末
尾
に
は
「
自
文
安
六
年
三
月
廿
三
日
参
籠
侍
　
住
吉
神
前
、
一
日
三
時
詠
之
、
自
廿
四
日
夕
方
十
五
首
詠
、
廿
五
日
依
他
事
一
向
不
詠
、
廿
六
日
六
十
首
詠
之
、
廿
七
日
廿
五
首
詠
終
、
彼
是
一
日
三
時
百
首
也
」
と
あ
る
が
、
『
鷹
歌
等
』
所
収
本
文
で
は
、
「
文
安
六
年
三
月
廿
八
日
奉
納
　
神
殿
百
首
一
日
三
時
」
と
あ
り
、
奉
納
の
日
次
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
資
料
が
、
元
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
は
法
楽
百
首
の
独
立
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
な
お
、
奉
納
が
二
八
日
な
の
は
、
二
七
日
に
詠
み
終
え
て
か
ら
、
清
書
や
副
本
書
写
に
一
日
か
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
正
徹
段
階
の
歌
稿
の
面
影
を
留
め
る
と
さ
れ
る
、
前
掲
の
国
立
公
文
書
館
蔵
旧
内
閣
文
庫
蔵
一
五
冊
本
の
第
一
冊
は
、
こ
れ
よ
り
前
の
「
祇
園
社
法
楽
詠
百
首
和
歌
」
で
終
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
正
広
は
『
鷹
歌
等
』
所
収
「
詠
百
首
和
寄
　
釈
正
徹
」
の
祖
本
を
、
『
草
根
集
』
の
編
纂
途
上
の
歌
稿
蒐
集
で
見
出
し
、
端
作
り
や
祓
文
に
家
集
本
文
に
適
合
す
る
よ
う
加
除
を
施
し
、
『
草
根
集
』
に
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
草
根
集
』
と
の
間
で
和
歌
本
文
に
大
き
な
異
同
は
無
い
。
『草
根
集
』
の
巻
一
に
は
、
「
住
吉
社
法
楽
詠
百
首
和
歌
　
一
日
中
三
時
」
の
よ
う
な
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
数
歌
が
一
三
種
配
列
さ
れ
、
一
部
は
独
立
伝
本
と
し
て
伝
わ
る
。
従
来
、
「
住
吉
法
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楽
百
首
和
歌
」
の
独
立
伝
本
の
伝
存
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
『
鷹
歌
等
』
所
収
「詠
百
首
和
寄
釈
正
徹
」
が
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
⑥
［
正
徹
・
正
胱
・
持
孝
・
雅
親
の
詠
草
断
簡
］
は
、
正
徹
歌
に
『
草
根
集
』
未
収
歌
が
存
し
、
『
草
根
集
』
編
纂
時
に
正
広
の
手
元
に
集
ま
ら
ず
、
看
過
さ
れ
た
詠
草
か
ら
の
抜
書
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
数
を
記
す
と
、
正
徹
一
三
首
・
正
胱
三
首
・
持
孝
一
首
・
雅
親
九
首
で
あ
る
。
正
徹
歌
に
限
り
精
査
す
る
と
、
正
徹
の
『
草
根
集
』
と
一
致
す
る
の
は
冒
頭
二
首
と
巻
末
一
首
の
み
で
あ
る
（
「
清
岩
」
は
正
徹
の
道
号
で
あ
る
）
。
以
下
に
『
鷹
歌
等
』
所
収
の
本
文
を
掲
げ
、
『
草
根
集
』
と
の
異
同
を
記
す
（
私
に
清
濁
を
区
別
し
た
。
以
下
同
様
）
。
　
　
（
十
四
日
、
恩
徳
院
歌
口
に
）
　
　
　
野
雲
雀
影
清
き
野
守
の
か
“
み
お
り
く
に
く
も
る
は
あ
が
る
む
ら
ひ
ば
り
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　藩
（
九
七
七
六
）
　
　
（
十
三
日
、
平
頼
資
す
・
め
し
続
歌
の
中
に
）
　
　
　
旅
宿
か
よ
ひ
て
し
夢
の
た
“
ぢ
も
旅
な
れ
て
さ
ぬ
る
こ
よ
ひ
は
ふ
る
さ
と
も
み
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
八
五
一
七
）
　
　
く
　
を
す
べ
き
よ
し
あ
り
し
に
、
読
て
か
き
つ
か
は
し
侍
き
、
円
寂
の
・
　
　
　
俊
成
卿
影
賛
　
　
九
十
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
つ
む
と
し
の
み
て
る
を
い
は
ふ
九
十
た
ぐ
ひ
ま
れ
な
る
花
山
の
雪
　
　
　
清
岩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
六
八
七
）
　
「
野
雲
雀
」
詠
は
、
『
草
根
集
』
巻
十
三
の
日
次
歌
群
の
内
で
、
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
五
月
一
四
日
の
詠
、
「
旅
宿
」
歌
群
は
同
じ
く
巻
十
一
の
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
の
四
月
一
四
日
の
詠
、
「
俊
成
卿
影
賛
　
九
十
賀
」
は
巻
十
の
享
徳
元
年
の
八
月
二
九
日
の
詠
で
あ
る
。
歌
順
や
詞
書
が
『
草
根
集
』
と
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
も
、
正
広
の
目
に
触
れ
な
か
っ
た
未
整
理
の
歌
稿
が
抜
書
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
『
草
根
集
』
他
に
見
出
さ
れ
な
い
正
徹
の
新
出
歌
一
〇
首
を
こ
こ
で
掲
出
し
て
お
こ
う
。
　
　
夏
涼
み
そ
ぎ
川
た
が
ゆ
ふ
し
で
ぞ
夕
浪
に
白
た
へ
な
び
く
庭
の
玉
も
は
　
　
　
正
徹
　
　
夏
枕
さ
夜
か
ぜ
や
夏
と
も
し
ら
ず
手
枕
の
す
き
ま
す
“
し
き
う
た
・
ね
の
床
　
同
　
　
夕
落
花
春
の
き
て
う
き
を
な
ぐ
さ
む
花
ぞ
ち
る
い
ま
よ
り
後
や
秋
の
ゆ
ふ
暮
　
　
・
　
　
山
冬
月
す
む
影
は
浪
ま
に
お
ち
て
み
な
の
河
岸
よ
り
こ
ほ
る
冬
の
夜
の
月
　
　
　
・
　
　
逐
日
雪
深
行
か
へ
り
み
ち
ふ
み
わ
く
る
都
だ
に
昨
日
の
雪
の
あ
と
み
え
ぬ
ま
で
　
　
清
岩
　
　
春
已
上
洛
と
し
の
う
ち
に
か
す
む
外
山
や
く
る
春
の
し
ば
し
や
す
ら
ふ
や
ど
り
な
る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
海
辺
眺
望
あ
さ
を
ぶ
ね
こ
ぎ
は
な
れ
ゆ
く
な
み
の
う
へ
に
み
ゆ
る
こ
じ
ま
の
み
ね
の
し
ら
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
初
花
日
を
か
さ
ね
は
や
た
ち
か
け
よ
は
る
の
き
る
は
つ
花
ぞ
め
の
み
ね
の
し
ら
雲
・
　
　
帰
雁
空
に
た
つ
か
す
み
の
そ
で
の
み
な
と
ぶ
ね
こ
ぎ
と
“
め
ぬ
や
春
の
か
り
が
ね
・
　
　
忍
恋
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し
る
と
い
ふ
枕
も
人
に
つ
・
み
て
や
恋
す
て
ふ
名
の
た
つ
と
し
も
な
き
、
　
⑧
［
永
享
元
年
一
二
月
「
聖
廟
法
楽
百
首
和
謂
」
恋
部
抜
書
］
は
、
『
草
根
集
』
巻
一
所
収
の
「
正
徹
聖
廟
法
楽
百
首
」
の
恋
部
か
ら
一
二
首
を
抜
書
し
た
資
料
で
あ
り
、
位
署
に
「
清
岩
」
と
あ
る
。
「
聖
廟
法
楽
百
首
和
詞
」
は
、
独
立
伝
本
が
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
・
駒
澤
大
学
図
書
館
・
東
京
大
学
文
学
部
日
本
文
学
研
究
室
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
香
川
県
善
通
寺
本
坊
に
蔵
さ
れ
る
。
『
鷹
歌
等
』
所
収
の
本
文
に
は
、
特
定
の
伝
本
と
合
致
す
る
異
同
は
無
い
。
だ
が
、
位
署
「
清
岩
」
の
存
在
は
、
少
な
く
と
も
『
草
根
集
』
編
纂
の
前
の
段
階
の
独
立
伝
本
か
ら
の
抜
書
で
あ
る
こ
と
を
想
察
さ
せ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
『
鷹
歌
等
』
所
収
の
正
徹
関
係
資
料
は
、
い
ず
れ
も
『
草
根
集
』
か
ら
の
抄
出
で
は
な
く
、
同
集
編
纂
以
前
の
段
階
の
歌
稿
や
詠
草
の
抜
書
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
書
写
年
代
が
室
町
末
期
に
下
る
た
め
、
あ
く
ま
で
歌
稿
断
簡
の
転
写
本
と
し
て
所
収
歌
の
本
文
を
扱
う
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
歌
稿
の
抜
書
の
中
に
、
新
出
資
料
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
。
次
節
で
は
、
以
上
の
『鷹
歌
等
』
所
収
資
料
の
検
証
と
位
置
付
け
を
踏
ま
え
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
を
紹
介
・
精
査
す
る
。
②
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
成
立
と
周
縁
ま
ず
、
や
や
長
い
が
全
文
を
翻
刻
し
た
上
で
、
つ
い
て
略
述
す
る
。
詠
歌
状
況
を
叙
述
し
、
出
詠
者
に
住
吉
　
玉
津
島
　
高
野
山
へ
賢
良
御
参
詣
時
於
路
次
人
々
　
　
進
発
舟
中
に
て
旅
ご
ろ
も
う
ら
・
に
は
る
・
朝
だ
ち
に
月
は
か
す
み
て
在
明
の
空
　
　
　
尭
孝
月
の
こ
る
か
す
み
も
空
に
あ
さ
だ
つ
や
は
れ
ゆ
く
旅
の
み
ち
を
し
る
ら
ん
正
徹
あ
り
明
の
月
は
あ
さ
だ
つ
衣
手
に
ゆ
く
す
ゑ
ち
ぎ
る
春
の
旅
人
　
　
　
　
賢
良
た
び
ご
ろ
も
あ
さ
だ
つ
け
ふ
の
の
ど
け
き
は
空
も
う
け
ひ
く
み
ち
そ
し
ら
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
聞
し
つ
か
な
る
行
す
ゑ
し
る
し
か
す
み
は
れ
な
ぎ
た
る
あ
さ
の
在
明
の
月
　
円
雅
影
な
ら
ぶ
た
つ
が
ひ
と
り
を
た
の
ま
ず
は
旅
だ
つ
春
の
月
を
み
ま
し
や
　
心
恵
旅
ご
ろ
も
か
す
み
の
袖
を
た
つ
空
も
色
あ
ら
は
る
・
在
明
の
月
　
　
　
　
正
胱
舟
く
だ
す
川
瀬
の
な
み
を
は
じ
め
に
て
行
末
遠
き
紀
路
の
う
み
山
　
　
　
常
佐
た
つ
も
け
ふ
ね
が
ひ
を
み
つ
の
と
ま
り
し
て
今
年
の
春
は
舟
よ
そ
ふ
也
　
寿
阿
影
ぞ
な
き
か
す
み
の
袖
は
い
つ
く
ま
で
今
朝
は
つ
れ
に
し
在
明
の
月
　
　
忠
英
　
　
和
寄
浦
の
旅
宿
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
枕
」
カ
）
わ
か
の
う
ら
や
一
夜
盧
辺
の
か
り
口
口
口
又
か
た
る
夢
を
だ
に
み
ん
　
　
賢
良
和
寄
の
う
ら
の
あ
し
べ
の
た
つ
の
毛
衣
を
か
り
ね
の
夢
路
又
か
さ
ね
ば
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徹
わ
す
れ
じ
な
海
の
浜
藻
を
枕
に
て
今
夜
か
り
ね
の
和
寄
の
う
ら
な
み
　
　
尭
孝
舟
よ
す
る
わ
か
の
う
ら
は
の
あ
し
べ
寺
か
ね
は
夢
路
の
さ
は
り
な
り
け
り
一
夜
ね
し
あ
し
べ
を
こ
ゆ
る
か
た
を
な
み
都
の
ゆ
め
に
た
ち
や
か
へ
ら
む
正
胱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
恵
月
や
し
ら
む
一
夜
あ
し
べ
の
か
り
枕
み
ち
く
る
し
ほ
の
こ
し
・
挟
を
　
　
常
佐
　
　
藤
代
に
て
か
へ
り
み
る
浪
ぢ
に
つ
ぶ
く
藤
代
の
松
の
こ
と
の
は
か
き
ぞ
わ
づ
ら
ふ
　
賢
良
藤
代
や
か
・
る
と
こ
ろ
は
い
つ
く
に
も
な
ぎ
さ
の
浜
の
玉
つ
し
ま
山
　
　
正
徹
老
の
な
み
こ
え
ぬ
る
身
に
は
藤
代
の
み
坂
を
よ
そ
に
み
て
ぞ
過
に
し
　
　
尭
孝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
の
」
脱
力
）
（
「
の
花
」
カ
）
藤
代
の
ふ
も
と
の
浪
を
け
ふ
は
又
し
る
こ
と
葉
口
口
や
し
く
ら
ん
　
　
　
心
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ん
」
カ
）
ふ
ち
し
ろ
の
松
の
こ
と
の
は
ち
り
う
せ
ず
又
口
口
の
ち
の
み
さ
か
を
も
み
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
佐
坂
の
ぼ
る
け
ふ
の
た
め
と
や
藤
代
の
松
の
こ
と
の
は
お
よ
ば
ざ
る
ら
ん
　
寿
阿
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本
資
料
は
、
畠
山
賢
良
（
義
忠
）
が
尭
孝
・
正
徹
・
常
闇
・
円
雅
・
心
恵
・
正
胱
・
常
佐
・
寿
阿
・
忠
英
の
九
人
の
歌
人
を
引
き
連
れ
、
住
吉
・
玉
津
島
社
、
高
野
山
へ
参
詣
し
、
そ
の
船
中
や
旅
宿
、
路
次
で
詠
ん
だ
歌
会
詠
の
抜
書
で
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
検
証
し
た
と
お
り
、
『
鷹
歌
等
』
所
収
の
正
徹
関
係
の
詠
草
類
は
、
『
草
根
集
』
の
編
纂
以
前
の
段
階
の
歌
稿
等
の
抜
書
で
あ
っ
た
。
本
資
料
も
、
完
本
か
ら
の
抜
書
で
あ
り
、
「
住
吉
（
社
）
」
に
お
け
る
歌
群
が
見
え
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
「
和
寄
浦
の
旅
宿
に
て
」
「
藤
代
に
て
」
の
歌
群
も
、
本
来
は
「
進
発
舟
中
に
て
」
の
出
詠
者
一
一
人
全
員
の
詠
が
揃
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
旅
程
で
よ
り
多
く
の
名
所
に
滞
在
し
和
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
路
次
の
旅
程
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
会
は
、
も
う
少
し
大
き
な
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
。
な
お
、
『
草
根
集
』
等
の
正
徹
の
家
集
や
詠
草
、
及
び
正
広
の
家
集
「
松
下
集
』
に
一
致
す
る
和
歌
は
見
出
さ
れ
な
い
。
　
畠
山
賢
良
は
、
俗
名
義
忠
、
能
登
守
護
畠
山
氏
の
祖
、
満
慶
の
二
男
で
あ
る
。
尭
孝
は
、
南
北
朝
期
の
二
条
派
の
頓
阿
の
曾
孫
、
尭
尋
を
祖
と
す
る
常
光
院
の
嫡
流
の
歌
僧
で
あ
る
。
正
徹
は
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
冷
泉
派
・
招
月
庵
流
の
禅
僧
で
あ
る
。
常
閤
は
、
心
敬
の
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
成
立
の
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
「
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
日
正
三
位
入
道
常
闇
」
と
記
さ
れ
る
歌
僧
、
円
雅
は
尭
孝
の
愛
弟
子
で
あ
り
、
常
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
院
流
に
お
い
て
歌
書
の
書
写
活
動
に
功
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
寿
阿
・
常
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
は
、
尭
孝
の
門
弟
格
の
遁
世
歌
人
と
思
わ
れ
る
。
正
胱
（
広
）
は
正
徹
の
子
飼
い
の
弟
子
で
あ
る
。
心
恵
は
連
歌
師
の
心
敬
と
同
一
人
物
で
、
正
徹
の
門
弟
で
あ
っ
た
時
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
が
あ
る
（
後
述
）
。
忠
英
は
正
徹
門
弟
で
畠
山
氏
被
官
の
井
上
忠
英
か
。
　
で
は
、
次
に
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
詠
歌
年
次
を
考
証
し
た
上
で
、
本
資
料
の
特
質
を
述
べ
て
み
た
い
。
詠
歌
年
次
と
し
て
最
も
蓋
然
性
が
高
い
の
は
、
文
安
年
間
（
一
四
四
四
～
四
八
）
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
畠
山
義
忠
が
出
家
し
て
賢
良
と
号
す
る
の
は
、
『
看
聞
日
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
五
月
一
八
日
で
あ
る
（
『
看
　
　
　
　
　
（
1
8
）
聞
日
記
』
同
日
条
）
。
こ
れ
に
よ
り
催
行
年
次
の
上
限
が
得
ら
れ
る
。
　
次
に
根
拠
と
な
る
の
が
、
尭
孝
の
『
尭
孝
法
印
日
記
』
の
記
載
で
あ
る
。
『
尭
孝
法
印
日
記
』
は
、
尭
孝
の
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
正
月
か
ら
四
月
ま
で
の
日
次
家
集
で
あ
る
。
賢
良
（
義
忠
）
家
の
月
次
会
始
の
参
加
者
が
左
注
に
記
さ
れ
る
。
一
方
、
一
色
教
親
家
の
月
次
会
始
の
陣
容
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
、
両
者
の
月
次
会
始
詠
の
詞
書
と
左
注
を
中
心
に
略
掲
す
る
（
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
と
一
致
す
る
人
物
に
網
掛
け
を
付
し
た
）
。
　
1
（
稿
者
注
、
文
安
三
年
一
月
）
二
十
日
、
畠
山
修
理
大
夫
入
道
賢
良
家
に
て
、
　
　
月
次
会
始
に
　
　
　
初
春
松
今
日
し
こ
そ
子
日
に
か
ざ
せ
春
に
ひ
く
心
を
た
ね
の
松
の
こ
と
の
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
五
、
以
下
五
首
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雅
世
）
　
　
　
出
題
飛
鳥
井
中
納
言
入
道
、
読
師
同
、
講
師
宗
醐
、
人
数
、
飛
鳥
井
、
　
　
　
（
賢
良
）
　
　
　
　
　
　
（
教
親
）
　
　
　
亭
主
、
一
色
左
京
大
夫
、
正
徹
、
春
日
三
位
入
道
、
畠
山
次
郎
、
円
雅
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
賢
盛
、
常
勲
、
心
恵
、
正
晃
、
忍
誓
、
常
佐
、
智
緬
、
宗
醐
、
以
下
数
　
　
　
輩
　
（
以
下
略
）
　
H
（
稿
者
注
、
文
安
三
年
一
月
）
二
十
三
日
、
一
色
左
京
大
夫
教
親
家
に
て
、
　
　
月
次
会
始
に
　
　
　
竹
退
年
友
こ
と
の
は
の
花
に
も
な
び
く
千
代
の
か
げ
を
窓
に
友
な
ふ
春
の
く
れ
竹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五
五
、
以
下
「
当
座
五
十
首
に
」
四
首
略
）
　
　
　
　
（
尭
孝
∀
　
　
　
出
題
予
、
読
師
同
、
講
師
智
緬
、
人
数
、
修
理
大
夫
入
道
賢
良
、
亭
主
、
　
　
　
正
徹
、
春
日
入
道
常
闇
、
沙
弥
周
道
三
上
入
道
、
円
雅
、
正
晃
、
常
勲
　
　
　
近
藤
入
道
、
範
盛
三
上
右
京
亮
、
貞
為
、
賢
盛
、
智
藏
、
時
阿
、
寿
阿
、
　
　
　
常
佐
　
（
以
下
略
）
　
一
色
教
親
は
、
山
城
・
丹
後
・
伊
勢
の
守
護
大
名
で
、
畠
山
賢
良
（
義
忠
）
と
同
様
（
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
述
）
に
、
足
利
義
教
の
御
相
伴
衆
で
あ
る
。
『
草
根
集
』
に
も
自
邸
で
歌
会
を
催
し
た
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記
事
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
教
親
家
の
月
次
会
始
の
方
が
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
出
詠
者
一
一
人
中
八
人
が
合
致
し
、
よ
り
近
似
す
る
。
『
尭
孝
法
印
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
教
親
家
は
二
月
か
ら
四
月
ま
で
毎
月
、
三
首
歌
会
と
当
座
五
十
首
歌
会
を
行
い
、
賢
良
家
は
四
月
の
み
同
様
の
二
種
の
歌
会
を
行
っ
て
い
る
。
四
月
の
両
家
の
歌
会
の
左
注
に
「
題
者
予
、
読
師
同
、
講
師
寿
阿
、
裂
如
例
（
以
下
略
）
」
（
一
六
二
～
一
七
〇
、
傍
線
稿
者
、
以
下
同
様
）
「
題
者
兼
日
飛
鳥
井
中
納
言
入
道
、
当
座
予
、
読
師
同
、
講
師
寿
阿
、
‖
」
（
一
七
一
～
一
七
九
）
と
あ
り
、
出
詠
歌
人
が
固
定
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
出
詠
の
尭
孝
・
正
徹
と
そ
の
門
弟
筋
が
文
安
三
年
に
教
親
家
と
賢
良
家
の
歌
会
に
出
詠
し
て
い
る
事
実
は
、
両
者
の
詠
歌
年
次
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
　
な
お
、
『
草
根
集
』
の
巻
一
か
ら
巻
三
は
、
永
享
元
・
二
・
四
・
五
・
六
、
嘉
吉
二
、
文
安
四
年
の
日
次
家
集
、
巻
四
か
ら
巻
六
が
詠
歌
年
次
不
記
の
詠
草
、
巻
七
か
ら
巻
八
ま
で
が
宝
徳
元
・
二
・
三
年
の
日
次
家
集
で
、
文
安
年
間
の
詠
は
文
安
四
年
に
限
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
正
徹
と
心
恵
（
敬
）
と
の
関
係
に
着
目
す
る
と
、
二
人
が
歌
会
で
同
席
し
た
現
存
資
料
の
初
出
も
、
『
尭
孝
法
印
日
記
』
の
前
掲
1
の
左
注
で
あ
る
。
心
恵
（敬
）
は
、
従
来
、
『
ひ
と
り
ご
と
』
の
「
清
岩
和
尚
に
三
十
年
は
日
夜
の
こ
と
に
侍
し
か
ど
も
」
、
『
所
々
返
答
』
（
第
一
状
）
の
「
三
十
と
せ
の
庭
訓
」
に
基
づ
き
、
永
享
元
年
頃
に
正
徹
に
弟
子
入
り
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
『
草
根
集
』
に
名
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、
『
草
根
集
』
巻
八
の
宝
徳
二
年
二
四
五
〇
）
条
の
、
　
　
（
稿
者
注
、
六
月
）
廿
四
日
、
清
水
十
住
心
院
に
権
律
師
心
恵
と
い
ふ
聖
の
　
　
か
た
に
て
、
題
を
さ
ぐ
り
て
　
　
　
朝
山
霞
山
風
の
霞
を
ま
く
や
さ
ほ
姫
の
お
く
る
あ
し
た
の
床
の
さ
莚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
四
三
二
、
以
下
四
首
略
）
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
『
草
根
集
』
中
の
正
徹
と
心
敬
の
交
際
で
、
年
次
が
判
然
と
し
て
い
る
事
例
は
、
宝
徳
三
年
一
〇
月
に
心
敬
か
ら
唐
画
軸
物
に
賛
の
歌
を
依
頼
さ
れ
た
記
事
の
み
で
あ
る
（
巻
九
・
七
一
七
四
番
歌
）
。
文
安
・
宝
徳
期
に
心
恵
（
敬
）
が
正
徹
の
門
弟
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
資
料
に
、
心
敬
『
所
々
返
答
』
（
第
二
状
）
中
の
心
敬
の
自
讃
の
記
事
が
あ
る
。
以
下
に
本
文
を
掲
げ
よ
う
。
拙
者
、
か
た
は
ら
い
た
き
事
ど
も
の
う
ち
に
は
、
先
年
清
岩
和
尚
判
者
に
て
、
歌
合
会
張
行
侍
し
、
其
比
の
む
ね
と
の
好
士
た
ち
に
て
、
歌
合
の
月
次
会
、
一
年
の
内
に
一
首
も
負
の
札
侍
ら
ざ
り
し
。
殊
に
、
其
年
潤
月
に
て
十
三
ヶ
月
、
其
外
三
井
寺
仏
地
院
に
て
、
都
よ
り
清
岩
和
尚
を
は
じ
め
て
皆
々
超
給
て
、
は
れ
が
ま
し
き
歌
合
、
彼
是
十
四
ヶ
度
四
十
二
首
、
歌
に
、
一
首
も
ま
け
侍
ら
ず
、
此
事
を
、
今
の
招
月
庵
正
広
、
三
位
持
孝
已
下
に
た
び
た
び
語
り
侍
し
。
こ
の
自
讃
は
、
四
行
目
の
「
其
外
」
に
よ
り
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
る
。
後
半
の
、
三
井
寺
仏
地
院
の
歌
合
で
、
十
四
か
度
二
十
首
中
無
敗
で
あ
っ
た
こ
と
は
宝
徳
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
の
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
前
半
の
正
徹
判
者
の
十
三
ヶ
月
間
の
歌
合
で
、
無
敗
を
持
続
し
た
と
す
る
件
り
も
、
「
先
年
」
の
回
想
と
一
具
の
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
、
宝
徳
元
年
に
近
い
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
正
徹
と
心
敬
が
歌
会
で
の
同
席
が
、
宝
徳
二
年
以
後
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
心
敬
の
正
徹
判
の
歌
合
に
頻
り
に
参
加
し
、
両
者
の
師
弟
関
係
が
持
続
し
た
の
は
、
文
安
年
間
か
ら
宝
徳
二
年
頃
ま
で
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
忠
の
出
家
年
次
と
合
わ
せ
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
催
行
年
次
も
こ
の
範
囲
に
絞
り
込
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
文
安
三
年
を
軸
と
し
た
前
後
三
、
四
年
の
間
の
催
行
と
推
定
さ
れ
る
。
　
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
特
質
と
資
料
的
意
義
は
、
以
下
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
に
正
徹
と
尭
孝
双
方
の
門
弟
が
顔
を
揃
え
た
歌
会
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
そ
の
歌
会
の
主
催
者
が
守
護
大
名
の
賢
良
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
賢
良
（
義
忠
）
に
当
時
の
実
力
あ
る
歌
僧
を
一
堂
に
集
め
る
統
率
力
が
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あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
『
尭
孝
法
印
日
記
』
等
の
記
事
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
草
根
集
』
に
彩
し
く
見
出
さ
れ
る
賢
良
家
の
歌
会
の
出
詠
者
を
推
察
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
四
に
、
高
野
山
へ
詣
で
る
途
次
に
、
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
ず
れ
も
和
歌
の
守
護
神
を
祀
っ
た
神
社
で
あ
る
住
吉
・
玉
津
島
の
両
社
に
、
多
く
の
歌
人
を
引
き
連
れ
参
詣
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
賢
良
が
、
和
歌
を
好
ん
だ
守
護
大
名
の
中
で
も
特
に
歌
道
に
執
心
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
な
お
、
玉
津
島
社
が
鎮
座
す
る
の
が
「
和
歌
の
浦
」
で
あ
り
、
「
藤
代
」
は
、
「
坂
」
「
み
坂
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
藤
代
峠
の
こ
と
で
、
和
歌
の
浦
の
南
東
に
位
置
す
る
。
熊
野
街
道
の
沿
線
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
は
、
出
詠
者
が
正
徹
と
尭
孝
双
方
の
門
弟
筋
に
限
ら
れ
、
歌
道
家
や
守
護
大
名
の
人
物
が
見
え
な
い
。
賢
良
の
歌
会
に
集
っ
た
人
々
の
階
層
や
構
成
が
、
歌
会
の
性
格
や
目
的
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
よ
う
に
、
正
徹
と
尭
孝
、
及
び
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
門
弟
の
み
が
一
堂
に
会
す
る
歌
会
は
特
異
で
あ
り
、
こ
う
し
た
歌
会
を
賢
良
が
催
行
し
た
意
図
や
実
際
の
機
能
の
解
明
が
新
た
な
課
題
と
な
る
。
賢
良
は
、
様
々
な
階
層
や
ジ
ャ
ン
ル
の
雅
会
を
主
催
し
て
い
る
た
め
、
『
草
根
集
』
や
『
尭
孝
法
印
日
記
』
に
見
え
る
賢
良
主
催
の
歌
会
に
限
ら
ず
、
独
立
し
て
伝
存
す
る
大
規
模
な
歌
会
の
催
行
基
盤
と
な
っ
た
人
的
繋
が
り
の
究
明
が
必
要
と
な
る
。
　
次
節
で
は
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
に
し
て
賢
良
が
正
徹
や
尭
孝
ら
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
自
邸
に
お
け
る
歌
会
に
招
く
に
至
っ
た
か
を
叙
述
し
て
み
た
い
。
③
畠
山
義
忠
の
歌
会
主
催
と
幕
府
歌
会
参
加
　
畠
山
義
忠
家
に
お
い
て
催
さ
れ
た
月
次
歌
会
の
記
録
の
初
見
は
、
『
草
根
集
』
巻
二
の
一
一
八
八
番
歌
の
詞
書
「
（
稿
者
注
、
永
享
元
年
〈
一
四
二
九
〉
正
月
）
六
日
、
畠
山
阿
波
守
義
忠
家
に
て
い
つ
も
の
事
に
て
ま
か
り
侍
し
頃
、
続
歌
あ
り
し
に
」
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
『
草
根
集
』
は
、
巻
二
・
三
が
永
享
元
年
か
ら
六
年
の
日
次
家
集
で
あ
る
。
巻
一
は
こ
う
し
た
日
次
形
式
で
は
な
い
が
、
「
い
つ
も
の
事
に
て
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
永
享
元
年
前
後
か
ら
、
恒
例
の
年
賀
の
一
環
と
し
て
義
忠
家
で
歌
会
始
が
行
わ
れ
、
正
徹
が
参
加
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
義
忠
（
賢
良
）
家
の
月
次
の
三
首
歌
会
や
続
歌
は
、
『
草
根
集
』
に
依
拠
す
る
限
り
、
長
録
二
年
（
一
四
五
八
）
四
月
六
日
ま
で
続
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
正
徹
は
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
三
月
一
六
日
頃
に
出
家
し
東
福
寺
に
入
寺
、
応
永
一
八
年
四
月
以
降
に
東
漸
健
易
（
南
禅
寺
に
退
院
の
後
、
東
福
寺
塔
頭
栗
棘
庵
内
に
一
華
軒
を
開
く
）
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
東
福
寺
霊
雲
院
の
天
瑞
守
選
が
撰
述
し
た
『
棘
林
志
』
（
東
福
寺
霊
雲
院
所
蔵
、
全
五
冊
）
四
・
「
法
系
諸
刹
」
に
は
、
正
徹
は
東
福
寺
の
栗
棘
庵
に
住
持
し
、
栗
棘
門
派
の
象
先
会
玄
（
後
に
東
福
寺
第
百
四
十
四
世
）
か
ら
法
を
継
い
だ
と
す
る
記
述
が
あ
る
（
但
　
　
松
月
名
和
歌
し
、
「
清
岩
正
徹
」
の
記
載
は
本
文
別
筆
）
。
　
応
永
二
一
年
の
四
月
一
七
日
に
管
領
・
細
川
道
欽
（
満
元
）
主
催
の
「
頓
証
寺
一
日
千
首
和
歌
」
（
『
新
編
香
川
叢
書
文
芸
篇
』
所
収
）
に
六
〇
首
出
詠
し
、
正
徹
歌
の
五
九
首
が
『
草
根
集
』
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
。
冷
泉
為
サ
の
門
弟
で
あ
っ
た
正
徹
が
、
五
山
名
刹
の
禅
僧
と
し
て
武
家
歌
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
細
川
道
欽
（
満
元
）
と
正
徹
と
が
歌
道
を
介
し
親
し
く
交
わ
る
の
は
、
『
草
根
集
』
巻
一
四
・
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
条
の
、
満
元
（
岩
晒
院
）
の
三
十
三
回
忌
和
歌
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
（
稿
者
注
、
十
月
）
十
五
日
、
永
泰
院
に
古
岩
晒
院
道
親
三
十
三
年
と
て
　
　
（
細
川
勝
元
）
　
　
右
京
大
夫
お
は
せ
し
か
ば
、
経
一
部
か
き
て
焼
香
に
ま
か
り
い
で
し
、
彼
　
　
経
の
う
は
ま
き
に
書
付
し
歌
七
と
せ
は
身
に
そ
ふ
影
と
と
も
な
ひ
し
人
の
世
て
ら
す
法
の
と
も
し
び
　
　
　
岩
晒
院
に
歌
道
に
よ
り
て
七
十
年
の
ほ
ど
そ
ひ
侍
し
こ
と
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
五
四
四
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
応
永
二
七
年
以
後
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
同
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時
期
か
ら
、
義
忠
も
歌
会
始
等
を
主
催
し
、
こ
れ
に
正
徹
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
応
永
期
の
能
登
守
護
は
満
慶
で
あ
っ
た
が
、
元
来
、
能
登
畠
山
氏
と
栗
棘
庵
は
、
能
登
国
志
津
良
庄
が
庵
領
で
あ
っ
た
（
後
述
）
た
め
、
関
係
が
　
　
（
2
4
）
深
か
っ
た
。
生
涯
に
亙
り
義
忠
と
正
徹
と
が
交
誼
を
深
め
た
の
は
、
義
忠
が
正
徹
の
入
寺
し
て
い
た
東
福
寺
栗
州
庵
の
大
檀
那
で
あ
っ
た
（
後
掲
・
『
蔭
涼
軒
日
録
』
長
禄
二
年
四
月
八
日
条
）
こ
と
に
大
き
く
起
因
し
よ
う
。
　
無
論
、
『
草
根
集
』
等
か
ら
知
ら
れ
る
正
徹
の
武
家
と
の
交
際
圏
は
幅
広
く
、
管
領
・
守
護
大
名
に
限
る
と
、
細
川
満
元
・
持
元
・
持
之
・
勝
元
・
持
賢
・
頼
久
・
氏
久
、
山
名
煕
貴
・
持
煕
・
持
豊
（
宗
全
）
・
教
豊
・
勝
豊
・
教
之
・
政
清
、
斯
波
茂
有
・
義
健
・
持
種
、
一
色
教
親
、
武
田
信
賢
、
赤
松
満
祐
（
性
具
）
・
教
貞
・
伊
勢
貞
親
ら
の
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
畠
山
義
忠
（
賢
良
）
と
の
交
流
は
一
七
〇
数
回
を
超
え
、
他
家
を
遥
か
に
上
回
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
義
忠
の
子
息
の
義
有
、
孫
の
義
統
の
名
も
見
え
る
。
　
一
方
、
義
忠
が
足
利
義
宣
（
義
教
）
催
行
の
幕
府
歌
会
に
初
め
て
参
加
し
た
の
は
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
八
月
二
五
日
で
あ
っ
た
（
『
満
済
准
后
日
記
』
）
。
前
々
月
の
六
月
二
五
日
の
歌
会
に
加
え
ら
れ
た
が
、
故
障
を
申
し
て
出
席
し
な
か
っ
た
。
『
建
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
満
慶
）
　
　
（
義
忠
）
錐
内
記
』
同
日
条
に
は
、
「
（
前
略
）
畠
山
大
夫
入
道
嫡
子
被
仰
試
、
故
障
申
云
々
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
「
試
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
永
享
三
年
二
月
二
七
日
の
歌
会
で
は
、
頭
役
を
務
め
て
お
り
（
『
満
済
准
后
日
記
』
）
、
義
宣
が
義
忠
を
、
歌
人
と
し
て
室
町
殿
歌
会
へ
の
出
詠
に
適
う
と
認
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
永
享
四
年
正
月
一
三
日
の
幕
府
の
歌
会
始
に
は
、
歌
道
家
で
は
、
飛
鳥
井
雅
世
・
雅
永
・
雅
親
・
上
冷
泉
為
之
、
公
家
で
は
、
正
親
町
三
条
実
雅
や
三
条
西
公
保
ら
、
武
家
で
は
、
義
忠
の
他
、
山
名
時
煕
、
細
川
持
之
・
持
賢
・
持
春
・
満
経
、
一
色
持
信
、
斯
波
義
淳
、
赤
松
満
祐
・
満
政
・
義
雅
ら
、
僧
侶
は
実
相
院
義
運
、
尭
孝
、
満
済
が
出
詠
し
て
い
る
（
『満
済
准
后
日
記
』
）
。
幕
府
歌
会
に
お
け
る
武
家
の
出
詠
者
の
地
位
が
、
い
ず
れ
も
、
管
領
家
、
及
び
そ
れ
に
次
ぐ
御
相
伴
衆
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
義
教
の
御
相
伴
衆
の
交
名
は
、
『
永
享
以
来
御
番
帳
』
の
永
享
三
年
の
「
御
相
伴
衆
」
の
項
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
筆
頭
の
四
人
の
み
を
掲
げ
る
と
、
山
名
常
煕
・
一
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
義
貫
・
畠
山
満
慶
・
赤
松
満
祐
で
あ
る
。
幕
府
歌
会
始
の
出
詠
者
と
『
永
享
以
来
御
番
帳
』
の
交
名
と
は
、
山
名
常
煕
（
時
煕
）
、
赤
松
満
祐
の
二
名
が
一
致
す
る
。
一
色
持
信
と
義
貫
と
は
兄
弟
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
前
節
で
触
れ
た
一
色
教
親
は
、
持
信
の
子
で
あ
る
。
畠
山
満
慶
と
義
忠
は
親
子
で
あ
る
。
『
永
享
以
来
御
番
帳
』
「
御
相
伴
衆
」
の
項
に
は
畠
山
義
忠
の
名
も
見
え
、
義
忠
は
御
相
伴
衆
で
あ
っ
た
。
幕
府
歌
会
に
参
加
し
た
武
家
の
出
自
と
御
相
伴
衆
の
メ
ン
バ
ー
が
合
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
　
そ
も
そ
も
、
御
相
伴
衆
と
は
、
将
軍
の
社
寺
や
諸
大
名
邸
な
ど
の
御
成
に
際
し
て
催
さ
れ
る
酒
食
の
饗
膳
に
陪
食
を
許
さ
れ
る
者
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
義
満
期
以
降
、
管
領
が
相
伴
す
る
ケ
ー
ス
は
無
く
な
る
。
義
持
以
降
に
な
る
と
、
細
川
・
畠
山
・
斯
波
の
三
管
領
、
及
び
、
山
名
・
赤
松
二
色
・
京
極
・
阿
波
細
川
・
能
登
畠
山
の
有
力
守
護
大
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
御
相
伴
衆
が
将
軍
の
御
成
に
際
し
て
相
伴
す
る
こ
と
が
慣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
例
化
し
、
さ
ら
に
は
幕
政
運
営
の
枢
機
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
室
町
殿
の
幕
府
歌
会
に
武
家
で
出
詠
し
得
た
の
は
、
管
領
家
と
御
相
伴
衆
の
有
力
守
護
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
武
家
と
僧
侶
が
集
う
歌
会
の
人
的
構
成
を
考
察
す
る
際
に
重
要
な
事
象
で
あ
る
。
　
前
述
の
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
正
月
一
三
日
の
室
町
幕
府
の
歌
会
始
で
は
、
僧
侶
と
し
て
実
相
院
義
運
・
尭
孝
・
満
済
が
出
詠
し
て
い
る
。
だ
が
、
尭
孝
は
実
相
院
義
運
・
満
済
と
異
な
り
、
貴
顕
出
身
の
門
跡
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
尭
孝
が
二
条
派
の
頓
阿
に
由
来
す
る
、
仁
和
寺
の
常
光
院
を
伝
領
・
相
承
し
た
歌
道
流
派
名
門
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
夙
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
父
尭
尋
に
春
賀
丸
と
い
う
名
の
子
が
い
て
義
満
の
童
形
で
あ
っ
た
由
が
『
吉
田
家
日
次
記
』
応
永
八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
（
一
四
〇
一
）
三
月
一
二
日
条
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
春
賀
丸
が
尭
孝
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
尭
尋
と
そ
の
子
達
が
将
軍
義
満
と
親
し
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、
尭
孝
は
父
尭
尋
と
同
様
、
法
印
権
大
僧
都
に
至
っ
て
権
門
に
親
近
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
永
享
三
年
一
〇
月
二
五
日
に
、
将
軍
義
教
が
、
飛
鳥
井
雅
世
・
雅
永
と
と
も
に
、
常
光
院
坊
を
訪
れ
、
三
十
首
歌
会
を
催
し
て
い
る
（
『
満
124
酒井茂幸［文安・宝徳期の武家歌壇ユ
済
准
后
日
記
』
）
。
　
永
享
五
年
八
月
に
義
教
は
、
勅
撰
集
撰
進
の
意
向
を
固
め
、
後
花
園
天
皇
に
奏
請
し
た
。
二
十
一
代
集
の
悼
尾
『
新
続
古
今
集
』
で
あ
る
。
撰
者
は
飛
鳥
井
雅
世
に
決
定
し
、
開
閨
は
尭
孝
が
務
め
た
。
正
徹
は
、
永
享
五
年
八
月
に
、
義
忠
邸
に
お
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
仙
空
）
　
　
（
稿
者
注
、
八
月
）
廿
六
日
、
阿
波
守
家
の
月
次
に
（
二
首
略
）
　
　
　
寄
道
祝
敷
島
の
道
行
人
も
玉
ぼ
こ
の
玉
み
が
く
べ
き
た
の
み
あ
る
世
ぞ
　
　
　
勅
撰
の
事
、
必
定
あ
り
し
比
也
　
　
　
　
（
『
草
根
集
』
巻
三
・
二
〇
一
二
）
と
、
勅
撰
集
入
集
を
祈
願
し
た
詠
を
詠
ん
で
い
る
。
だ
が
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り
、
永
享
二
年
に
雅
世
が
奏
覧
し
た
『
新
続
古
今
集
』
に
正
徹
の
入
集
が
叶
わ
な
か
つ
（2
9
）
た
。
と
こ
ろ
が
、
義
忠
は
、
　
　
題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
義
忠
住
み
な
る
る
人
の
心
は
知
ら
ね
ど
も
や
が
て
寂
し
き
山
の
か
げ
哉
（
一
八
三
八
）
が
「雑
中
」
に
入
集
を
果
た
し
て
い
る
。
背
景
に
、
義
忠
の
幕
府
歌
会
へ
の
参
加
や
自
邸
歌
会
に
お
け
る
雅
世
と
の
深
い
親
交
が
存
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
義
忠
は
、
雅
世
（
法
名
祐
雅
）
と
生
涯
親
し
か
っ
た
。
前
掲
『
尭
孝
法
印
日
記
』
の
賢
良
家
月
次
歌
会
始
に
雅
世
は
題
者
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
草
根
集
』
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
賢
良
）
八
・
宝
徳
二
年
条
に
「
（
稿
者
注
、
一
二
月
）
十
日
、
修
理
大
夫
家
の
月
次
再
興
あ
り
て
、
　
　
　
（
祐
雅
）
飛
鳥
井
中
納
言
な
ど
い
で
ら
れ
し
に
」
（
六
七
〇
二
・
詞
書
）
と
あ
る
。
文
安
・
宝
徳
期
に
祐
雅
が
賢
良
家
の
歌
会
の
常
連
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
御
相
伴
衆
の
義
忠
は
、
幕
府
歌
会
を
通
じ
て
守
護
大
名
や
歌
道
家
の
雅
世
、
及
び
尭
孝
と
の
親
交
を
深
め
た
。
一
色
教
親
と
の
交
流
は
、
前
掲
『
尭
孝
法
印
日
記
』
に
明
ら
か
で
あ
る
。
『
尭
孝
法
印
日
記
』
に
は
、
細
川
道
賢
の
名
も
見
え
、
義
忠
は
、
守
護
大
名
ク
ラ
ス
の
武
家
と
幅
広
く
交
際
し
、
自
邸
の
歌
会
へ
の
参
集
を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
正
徹
と
の
関
わ
り
は
、
遅
く
と
も
永
享
元
年
か
ら
存
し
た
。
そ
し
て
、
賢
良
と
正
徹
を
中
軸
と
す
る
文
芸
圏
を
考
察
す
る
際
、
看
過
出
来
な
い
問
題
に
五
山
僧
と
の
関
係
が
あ
る
。
次
節
で
は
、
文
安
五
年
（
一
四
八
八
）
に
賢
良
が
主
催
し
た
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
を
対
象
と
し
て
賢
良
の
交
友
圏
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
、
五
山
僧
と
の
交
際
に
つ
い
て
探
究
し
て
み
た
い
。
④
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
成
立
と
人
的
構
成
　
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
と
は
、
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
一
一
月
一
三
日
（
『
亜
塊
集
』
四
六
四
・
詞
書
に
依
る
）
に
賢
良
が
、
自
邸
に
書
き
付
け
た
十
二
ヶ
月
の
障
子
紙
に
、
当
代
歌
人
と
五
山
僧
の
禅
僧
に
和
歌
と
漢
詩
を
詠
ま
せ
た
催
し
で
あ
る
。
現
存
伝
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
は
二
一
本
が
確
認
さ
れ
る
。
高
松
宮
本
『
十
二
月
絵
詩
歌
畠
山
亭
』
を
底
本
と
す
る
『新
編
国
歌
大
観
　
第
十
巻
』
の
翻
刻
本
文
は
、
詞
書
や
和
歌
の
題
を
欠
い
て
い
る
。
だ
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
〔
以
下
「
書
陵
部
」
と
略
称
〕
蔵
『
十
二
ヶ
月
画
賛
和
歌
』
（
C
八
ー
四
二
）
な
ど
数
本
に
は
、
冒
頭
に
「
源
朝
臣
家
の
障
子
の
絵
に
人
々
に
よ
ま
せ
し
歌
」
と
詠
歌
状
況
を
記
し
、
各
和
歌
に
は
、
高
松
宮
本
に
記
さ
れ
る
「
新
正
梅
」
以
下
の
題
の
代
わ
り
に
「
正
月
　
人
の
家
に
梅
の
花
の
咲
た
る
所
」
な
ど
の
詞
書
が
　
（
3
1
）
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫
（
二
〇
一
ー
五
四
四
）
本
な
ど
、
外
題
を
「
室
町
殿
障
子
画
十
二
月
詩
歌
」
と
す
る
伝
本
が
存
在
す
る
た
め
、
研
究
史
的
に
長
い
間
、
主
催
者
が
賢
良
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
『
松
下
集
』
五
九
三
番
歌
の
詞
書
「
（
前
略
）
当
初
畠
山
修
理
大
夫
入
道
賢
良
家
に
、
障
子
絵
に
十
二
月
詩
歌
を
人
々
に
す
・
め
給
」
が
有
力
な
根
拠
と
な
り
、
賢
良
と
確
定
し
て
い
る
。
漢
詩
と
和
歌
の
作
者
を
そ
れ
ぞ
れ
月
の
順
に
掲
出
し
よ
う
（
上
が
漢
詩
作
者
・
下
が
和
歌
作
者
）
。
一　
月
　
景
南
英
文
・
飛
鳥
井
祐
雅
　
　
二
　
月
　
愚
極
礼
才
・
飛
鳥
井
雅
永
三
　
月
　
竺
雲
等
蓮
・
下
冷
泉
持
為
　
　
四
　
月
　
以
篤
信
仲
・
飛
鳥
井
雅
親
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五
　
月
　
春
林
周
藤
・
細
川
道
賢
七
月
心
田
清
播
・
正
徹
九
　
月
　
存
耕
祖
黙
・
常
闇
一
一
月
　
東
沼
周
巌
・
畠
山
賢
良
六
月
瑞
渓
周
鳳
・
一
色
教
親
八
　
月
　
雲
章
一
慶
・
尭
孝
一
〇
月
　
瑞
厳
竜
惇
・
畠
山
仙
空
一
二
月
華
岳
建
冑
・
正
胱
　
こ
れ
に
よ
り
、
文
安
五
年
段
階
の
畠
山
賢
良
の
交
際
圏
が
知
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
も
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま
ず
、
和
歌
作
者
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
飛
鳥
井
祐
雅
・
雅
永
・
雅
親
、
下
冷
泉
持
為
の
四
人
は
、
歌
道
家
の
専
門
歌
人
で
、
賢
良
は
少
な
く
と
も
、
幕
府
歌
会
で
接
触
し
て
い
る
。
細
川
道
賢
と
一
色
教
親
が
そ
れ
ぞ
れ
歌
会
を
催
し
、
お
互
い
に
出
詠
し
合
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
掲
『
尭
孝
法
印
日
記
』
に
明
ら
か
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
幕
府
歌
会
に
も
出
詠
し
て
い
る
か
ら
、
賢
良
と
は
そ
こ
で
の
接
触
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
幕
府
歌
会
を
通
じ
た
結
び
つ
き
を
「
幕
府
系
」
と
す
る
と
、
尭
孝
も
幕
府
歌
会
に
参
加
し
て
い
た
か
ら
、
幕
府
系
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
以
上
の
六
人
が
幕
府
系
の
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
物
は
、
『
草
根
集
』
に
見
え
る
賢
良
や
正
徹
主
催
の
歌
会
へ
の
出
詠
者
で
あ
る
。
畠
山
仙
空
（
持
純
）
は
賢
良
と
同
族
で
あ
る
上
、
自
ら
歌
会
を
盛
ん
に
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
行
し
た
こ
と
が
『
草
根
集
』
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
正
胱
（
広
）
は
正
徹
の
愛
弟
子
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
尭
孝
法
印
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
常
闇
は
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
の
畠
山
家
や
一
色
家
の
当
座
歌
会
へ
の
出
席
が
確
認
さ
れ
（
前
掲
）
、
そ
こ
で
正
徹
と
の
関
係
も
形
成
さ
れ
た
。
正
徹
も
含
め
こ
れ
ら
四
名
を
「
正
徹
系
」
と
仮
称
し
て
お
く
。
　
「
正
徹
系
」
と
し
た
歌
人
達
は
、
幕
府
歌
会
に
参
加
で
き
る
出
自
や
身
分
で
は
な
く
、
幕
府
系
の
出
詠
者
と
は
い
わ
ば
対
極
に
あ
っ
た
。
賢
良
が
自
邸
で
歌
会
を
盛
ん
に
催
し
、
正
徹
ら
が
参
加
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
に
お
い
て
、
賢
良
は
彼
ら
を
掬
い
上
げ
、
「
幕
府
系
」
の
人
物
と
同
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
し
か
し
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
を
基
準
と
し
て
、
出
詠
者
を
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
と
比
較
す
る
と
、
円
雅
・
寿
阿
・
正
胱
・
心
恵
・
忠
英
の
名
が
見
え
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
い
。
ま
た
、
心
敬
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
は
、
「
ま
こ
と
に
、
永
享
年
中
の
比
ま
で
は
、
き
ら
く
し
き
会
所
所
々
に
侍
し
な
り
」
と
し
た
上
で
、
公
家
・
武
家
の
歌
会
の
主
催
者
を
挙
げ
、
「
其
作
者
先
達
」
と
し
て
飛
鳥
井
雅
世
か
ら
東
氏
数
ま
で
の
名
を
掲
げ
た
後
に
「
近
藤
入
道
・
宗
醐
法
師
・
知
組
・
外
郎
・
常
佐
以
下
数
を
し
ら
ざ
り
し
」
と
述
べ
る
（
前
掲
注
（
1
6
）
に
全
文
所
引
）
。
近
藤
入
道
以
下
の
五
人
は
、
「
外
郎
」
を
除
き
『
尭
孝
法
印
日
記
』
の
賢
良
家
歌
会
へ
の
出
詠
者
と
合
致
す
る
。
賢
良
家
月
次
歌
会
に
出
詠
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
々
を
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
は
一
様
に
除
い
て
い
る
。
で
は
、
近
藤
入
道
・
宗
瑚
法
師
・
知
薙
・
常
佐
と
は
ど
の
よ
う
な
身
分
の
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
心
敬
『
さ
さ
め
ご
と
』
に
は
、
「
其
後
、
永
享
の
比
よ
り
世
に
知
ら
れ
ぬ
る
は
、
宗
醐
法
師
・
知
藏
法
師
な
ど
な
る
べ
し
。
彼
等
は
清
岩
和
尚
の
下
に
ひ
さ
し
く
候
侍
て
、
歌
の
道
を
も
知
れ
る
に
や
」
と
前
掲
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
照
応
す
る
記
述
が
見
え
る
。
智
緬
は
、
俗
名
親
当
・
俗
称
蜷
川
新
衛
門
で
、
伊
勢
氏
の
被
官
と
し
て
政
所
公
役
、
京
都
沙
汰
人
を
務
め
る
。
宗
瑚
は
、
姓
を
高
山
、
民
部
を
称
し
、
そ
れ
は
宗
瑚
か
ら
伊
勢
国
司
（
北
畠
教
具
）
に
贈
っ
た
『
古
今
連
談
集
』
三
巻
（
『
古
典
文
庫
』
八
五
所
収
）
の
各
巻
末
の
自
署
「
高
山
民
部
入
道
沙
弥
宗
醐
」
に
よ
っ
て
明
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
か
で
あ
る
。
但
馬
守
護
山
名
氏
の
重
臣
で
あ
っ
た
。
近
藤
入
道
は
、
『
尭
孝
法
印
日
記
』
に
「
常
勲
近
藤
入
道
」
と
あ
る
が
、
『
文
安
年
中
御
番
帳
』
『
永
享
以
来
御
番
帳
』
に
「
近
藤
筑
前
守
」
と
あ
る
。
近
藤
氏
が
奉
公
衆
の
家
柄
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
常
佐
の
出
自
は
『
尭
孝
法
印
日
記
』
以
外
他
文
献
に
名
が
見
え
ず
不
明
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
『
草
根
集
』
に
見
え
る
賢
良
家
歌
会
の
出
詠
者
は
、
多
く
が
武
家
出
身
で
、
出
家
遁
世
後
に
歌
人
・
連
歌
師
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
賢
良
家
の
例
年
の
月
次
歌
会
に
常
連
と
し
て
出
詠
し
て
い
た
階
層
と
推
測
さ
れ
る
。
　
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
は
、
こ
の
賢
良
家
の
月
次
歌
会
と
は
異
な
り
、
歌
道
家
・
守
護
大
名
の
人
物
が
多
く
出
詠
し
た
。
御
供
衆
ク
ラ
ス
（
前
掲
注
（
3
2
）
参
照
）
の
畠
山
仙
空
が
出
詠
し
て
い
る
の
は
、
自
邸
に
お
け
る
歌
会
催
行
・
出
詠
な
ど
歌
人
と
し
て
126
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の
実
績
や
力
量
に
配
慮
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
正
徹
の
門
弟
で
は
、
招
月
庵
を
継
い
だ
、
い
わ
ば
一
番
弟
子
の
正
胱
（
広
）
の
み
を
出
詠
さ
せ
て
い
る
の
も
注
目
し
て
よ
い
。
　
逆
に
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
で
は
、
歌
道
家
・
守
護
大
名
の
人
物
を
除
外
す
る
の
み
な
ら
ず
、
賢
良
家
の
月
次
歌
会
の
常
連
と
思
わ
れ
る
近
藤
入
道
・
宗
劒
法
師
・
知
窺
も
参
加
さ
せ
て
い
な
い
。
飽
く
ま
で
正
徹
・
尭
孝
の
門
弟
筋
の
歌
僧
に
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
漢
詩
の
出
詠
者
は
、
殆
ど
が
、
後
に
横
川
景
三
『
百
人
一
首
』
に
入
集
を
果
た
し
た
臨
済
宗
の
名
僧
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
は
、
従
来
、
正
徹
の
側
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
た
め
、
漢
詩
作
者
の
五
山
僧
と
賢
良
や
正
徹
ら
歌
人
と
の
関
わ
り
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
主
催
者
の
賢
良
の
視
点
か
ら
漢
詩
の
出
詠
者
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
成
立
背
景
や
全
体
像
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
賢
良
と
五
山
僧
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
論
述
を
進
め
て
み
た
い
。
⑤
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
出
詠
の
五
山
僧
と
賢
良
　
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
作
詩
の
五
山
僧
は
、
臨
済
宗
聖
一
派
の
東
福
寺
・
南
禅
寺
関
係
者
と
夢
窓
派
相
国
寺
関
係
者
に
分
か
れ
る
。
賢
良
は
、
そ
の
双
方
に
有
力
な
人
脈
を
持
ち
、
正
徹
も
東
福
寺
栗
州
庵
の
出
身
の
禅
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
今
、
簡
略
に
、
作
詩
の
五
山
僧
を
、
聖
一
派
と
夢
窓
派
に
分
け
整
理
し
て
み
よ
う
（
瑞
厳
竜
憧
は
黄
龍
派
で
あ
る
が
、
建
仁
寺
第
七
十
四
世
・
南
禅
寺
第
百
八
十
↓
世
を
歴
任
し
て
い
る
か
ら
、
夢
窓
派
に
近
か
っ
た
と
い
え
る
）
。
聖
一
派
…
景
南
・
愚
極
・
存
耕
・
華
岳
・
雲
章
夢
窓
派
…
東
沼
・
心
田
・
瑞
渓
・
春
林
・
竺
雲
（黄
龍
派
）
…
瑞
厳
一
見
、
聖
↓
派
と
夢
窓
派
が
拮
抗
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
に
よ
り
知
ら
れ
る
夢
窓
派
の
瑞
渓
の
交
友
圏
の
幅
広
さ
と
学
識
の
深
さ
は
特
筆
さ
れ
る
。
ま
た
、
聖
一
派
の
南
禅
寺
の
景
南
は
、
足
利
義
教
の
信
任
を
得
て
活
躍
し
、
二
人
は
、
当
時
の
五
山
叢
林
の
双
壁
と
見
倣
し
得
る
。
　
ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
賢
良
が
正
徹
の
か
つ
て
入
寺
し
て
い
た
東
福
寺
の
塔
頭
栗
棘
庵
の
大
檀
那
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
や
や
時
期
は
下
る
が
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
四
月
八
日
条
に
、
　
　
　
　
　
（
足
利
義
政
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賢
良
）
八
日
、
栗
棘
庵
御
成
、
前
点
、
畠
山
修
理
大
夫
殿
、
以
為
檀
那
故
御
相
伴
被
参
、
蓋
旧
例
也
、
常
喜
庵
曹
丘
和
尚
、
為
院
領
還
付
被
献
盆
香
合
高
檀
昏
、
盆
、
段
子
、
御
小
袖
三
重
、
高
檀
紙
、
杉
原
十
帖
、
栗
棘
庵
被
献
之
、
と
見
え
る
。
足
利
義
政
の
来
訪
に
際
し
て
、
畠
山
賢
良
が
檀
那
と
し
て
御
相
伴
役
を
務
め
て
い
る
。
「
蓋
旧
例
也
」
の
記
載
か
ら
、
将
軍
の
来
寺
に
際
し
賢
良
が
相
伴
す
る
先
例
が
存
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
実
際
、
『
草
根
集
』
巻
八
に
依
る
と
、
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
二
月
二
四
日
に
賢
良
と
正
徹
が
東
福
寺
栗
棘
庵
を
訪
れ
、
次
い
で
常
喜
庵
に
お
い
て
花
本
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
以
下
に
本
文
を
掲
出
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
賢
良
）
　
　
（
稿
者
注
、
二
月
）
廿
五
日
、
東
福
寺
栗
棘
庵
に
修
理
大
夫
い
で
ら
れ
し
次
　
　
に
、
常
喜
庵
の
花
さ
か
り
に
し
木
本
に
て
、
題
を
さ
ぐ
り
て
　
　
　
朝
尋
花
桜
花
つ
“
く
山
ぢ
を
こ
え
ゆ
け
ば
今
朝
ぞ
雲
井
を
か
よ
ふ
ま
ぼ
ろ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（⊥ハ
ニ
一
二
二
）
　
　
　
夜
思
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
世
に
ひ
ろ
き
よ
は
の
嵐
の
花
ざ
か
り
心
ち
お
ほ
ふ
袖
は
せ
ば
く
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⊥
ハ
ニ
ニ
ニ
ニ
）
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詞
書
に
「
題
を
さ
ぐ
り
て
」
と
あ
る
と
お
り
、
複
数
の
出
詠
者
に
よ
る
探
題
歌
会
で
あ
っ
た
。
宝
徳
二
年
に
正
徹
が
ど
こ
に
草
庵
を
構
え
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
徳
三
年
頃
か
ら
頻
繁
に
草
庵
月
次
会
が
催
し
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
西
洞
院
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
能
登
畠
山
氏
と
栗
棘
庵
の
関
係
は
、
能
登
国
志
津
良
庄
が
庵
領
で
あ
っ
た
た
め
、
賢
良
父
の
満
慶
の
代
か
ら
存
し
た
（
前
略
）
。
応
永
二
六
年
（
一
四
一
六
）
＝
月
七
日
に
将
軍
足
利
義
持
が
栗
棘
庵
に
、
庵
領
の
能
登
国
志
津
良
庄
と
京
都
安
居
院
東
頬
敷
地
の
段
銭
以
下
諸
公
事
・
臨
時
課
役
な
ど
の
免
除
を
行
っ
て
い
る
（
東
福
寺
霊
雲
院
蔵
『
棘
林
志
』
五
「
什
物
雑
記
」
所
収
「
将
軍
家
勝
定
殿
安
堵
状
」
）
。
こ
の
事
象
に
関
し
て
は
、
当
時
の
一
連
の
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
山
禅
院
領
へ
の
室
町
幕
府
の
保
護
政
策
の
範
囲
で
捉
え
ら
れ
る
一
方
、
御
相
伴
衆
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
満
慶
（
賢
良
父
）
の
口
入
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
も
首
肯
で
き
る
。
　
次
に
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
に
よ
る
と
、
賢
良
と
端
渓
周
鳳
は
宝
徳
二
年
の
時
点
で
交
流
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
宝
徳
二
年
八
月
七
日
条
に
、
　
　
　
　
　
　
　
（
英
文
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瑞
渓
周
鳳
）
七
日
、
ー
東
禅
景
南
和
尚
来
訪
、
因
日
、
毎
思
和
尚
高
風
、
額
頭
汗
出
、
蓋
（
周
鳳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賢
良
）
以
余
久
退
去
也
、
（
中
略
）
畠
山
及
瑞
渓
久
不
出
之
事
、
且
日
、
門
中
尊
宿
、
若
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
持
国
）
有
一
書
、
則
当
与
管
領
相
謀
、
強
起
之
云
々
、
と
あ
る
。
賢
良
が
、
端
渓
が
長
く
相
国
寺
寿
徳
院
に
隠
居
し
て
い
る
こ
と
を
歎
き
、
管
領
畠
山
持
国
と
相
諮
っ
て
再
び
出
世
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
景
南
英
文
に
よ
る
談
話
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
端
渓
の
漢
詩
集
『
臥
雲
藁
』
（
『
五
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閣
力
）
　
　
　
　
　
　
（
匠
）
文
学
新
集
第
五
巻
』
に
依
る
）
に
「
官
閤
早
梅
　
畠
山
将
作
席
」
と
題
さ
れ
る
七
言
律
詩
が
収
め
ら
れ
る
。
『
草
根
集
』
巻
八
・
宝
徳
二
年
条
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
賢
良
）
（稿
者
注
、
六
月
）
廿
二
日
、
修
理
大
夫
家
に
て
、
長
老
達
会
合
あ
り
て
、
官
閣
早
梅
と
い
ふ
題
に
て
詩
を
つ
く
ら
れ
し
に
、
こ
の
題
に
て
歌
を
も
よ
む
べ
し
と
あ
り
し
に
、
よ
め
る
梅
が
・
も
雪
の
し
つ
く
の
玉
す
だ
れ
あ
け
ぬ
年
立
や
ど
の
衣
手
　
（
六
五
八
五
）
　
（
3
8
）
と
見
え
、
詠
詩
の
状
況
が
分
か
る
。
「
長
老
達
会
合
」
と
は
、
『
臥
雲
藁
』
の
記
載
を
も
踏
ま
え
る
と
、
端
渓
ら
五
山
の
長
老
達
が
集
っ
た
漢
詩
会
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
し
て
、
そ
の
当
座
に
正
徹
が
同
席
し
、
和
歌
を
詠
む
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
賢
良
家
に
お
け
る
雅
会
の
具
体
相
が
窺
わ
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
　
賢
良
は
こ
う
し
た
雅
会
以
外
に
も
、
自
邸
に
お
い
て
相
国
寺
の
歴
代
の
高
僧
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
享
徳
元
年
閏
八
月
一
〇
月
条
に
、
　
　
　
　
　
　
（
竺
雲
等
雲
）
十
九
日
、
1
鹿
苑
院
寄
短
札
来
、
所
談
道
前
・
道
中
・
道
後
之
語
也
、
中
、
讃
後
為
道
後
也
、
ー
　
　
　
　
　
　
　
（
匠
）
披
而
見
之
、
前
日
将
作
宅
所
問
、
天
台
宗
疏
記
三
下
云
、
十
地
為
道
前
、
妙
覚
為
道
と
見
え
る
。
竺
雲
等
蓮
が
賢
良
邸
に
お
い
て
訊
ね
た
、
天
台
宗
に
い
う
「
道
前
・
道
中
・
道
後
」
の
語
に
つ
い
て
、
瑞
渓
は
『
疏
記
』
三
下
の
叙
述
を
踏
ま
え
返
答
を
書
き
付
け
て
い
る
。
賢
良
が
竺
雲
と
親
し
か
っ
た
こ
と
は
、
永
享
四
年
（
一
四
三
一
）
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
満
慶
）
二
七
日
に
没
し
た
賢
良
父
の
満
慶
の
肖
像
画
に
寄
せ
た
賛
と
序
で
あ
る
「
勝
禅
寺
殿
真
源
大
居
士
肖
像
賛
並
序
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
叢
林
文
藻
』
所
収
）
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
識
語
に
は
、
「
岩
享
徳
初
元
歳
次
壬
申
十
一
月
吉
辰
／
前
南
禅
竺
雲
等
蓮
　
頓
首
拝
書
／
干
口
季
鹿
苑
院
」
と
あ
る
。
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
一
一
月
に
当
時
相
国
寺
鹿
苑
院
の
塔
主
で
あ
っ
た
竺
雲
が
賛
と
序
を
揮
毫
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
）
序
の
末
尾
に
「
…
令
嗣
匠
作
義
忠
、
法
名
賢
良
、
別
称
芳
彦
、
命
工
伸
肖
其
容
、
且
夕
排
謄
、
以
慰
終
天
儒
慕
之
意
、
今
乃
命
予
繋
之
」
と
あ
り
、
賢
良
の
依
頼
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
竺
雲
は
、
永
享
七
年
（
一
四
三
一
）
八
月
に
相
国
寺
第
四
十
七
世
に
住
し
（
『
相
国
前
住
籍
』
）
、
文
安
初
年
頃
に
南
禅
寺
に
昇
住
し
て
い
る
（
『
南
禅
住
持
住
籍
』
）
。
そ
し
て
、
宝
徳
三
年
頃
に
は
相
国
寺
鹿
苑
院
の
塔
主
に
遷
任
し
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
及
ん
だ
（
『
相
国
前
住
籍
』
『
扶
桑
五
山
記
』
）
。
前
128
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述
の
よ
う
に
、
前
掲
「
勝
禅
寺
殿
真
源
大
居
士
肖
像
賛
並
序
」
を
揮
毫
し
た
享
徳
元
年
に
は
、
竺
雲
は
相
国
寺
鹿
苑
院
の
塔
主
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
宝
徳
・
享
徳
年
間
に
確
認
さ
れ
る
、
賢
良
と
端
渓
・
竺
雲
・
景
文
と
の
関
係
は
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
成
立
の
文
安
五
年
頃
か
ら
続
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
試
み
に
文
安
五
年
前
後
に
絞
っ
て
相
国
寺
の
僧
籍
の
動
向
を
探
索
す
る
と
、
春
林
周
藤
が
文
安
四
年
七
月
に
前
任
者
の
瑞
渓
の
懇
請
に
よ
り
相
国
寺
鹿
苑
院
塔
主
に
就
任
し
（
宝
徳
三
年
春
ま
で
在
任
。
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
）
、
同
年
八
月
に
東
沼
周
巌
が
第
五
十
四
世
に
住
し
て
い
る
（
『
相
国
前
住
籍
』
）
。
ま
た
、
相
国
寺
の
開
山
塔
崇
寿
院
の
塔
主
で
あ
っ
た
瑞
渓
が
、
同
寺
鹿
苑
院
の
塔
主
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
文
安
三
年
七
月
で
あ
る
（
「
相
国
前
住
籍
』
）
が
、
翌
年
七
月
に
辞
し
、
崇
寿
院
の
塔
主
に
遷
任
し
て
い
る
（
『
相
国
前
住
籍
』
）
。
以
上
、
文
安
五
年
前
後
に
相
国
寺
の
要
職
に
あ
っ
た
五
山
僧
が
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
に
参
会
し
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
賢
良
が
従
来
か
ら
有
し
て
い
た
東
福
寺
・
南
禅
寺
の
禅
僧
と
の
知
遇
に
加
え
、
瑞
渓
ら
相
国
寺
の
関
係
者
と
の
結
び
つ
き
を
通
じ
て
漢
詩
の
出
詠
を
依
頼
し
、
作
者
を
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
成
立
の
背
景
に
は
、
賢
良
と
瑞
渓
・
春
林
・
東
沼
ら
の
五
山
僧
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
。
賢
良
と
正
徹
を
中
核
と
し
五
山
叢
林
に
及
ぶ
文
芸
圏
は
、
宝
徳
年
間
に
入
り
『
瀟
湘
八
景
歌
』
を
生
む
。
次
節
で
は
、
『
瀟
湘
八
景
歌
』
の
成
立
過
程
の
考
証
を
通
じ
て
賢
良
と
正
徹
の
交
際
圏
の
広
が
り
を
叙
述
し
て
み
た
い
。
⑥
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
か
ら
『
瀟
湘
八
景
歌
』
へ
　
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
に
、
南
禅
寺
の
景
南
英
文
が
『
瀟
湘
八
景
歌
』
を
賢
良
・
正
徹
・
尭
孝
ら
八
人
に
勧
進
し
た
。
景
南
は
瑞
渓
周
鳳
と
詩
文
の
上
で
親
交
厚
く
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
か
ら
は
、
生
涯
に
亙
り
往
来
・
切
磋
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
当
該
資
料
は
、
書
陵
部
蔵
『
歌
書
集
成
』
（
一
五
五
ー
一
〇
九
）
な
ど
に
収
め
ら
れ
広
く
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
和
歌
の
み
で
あ
る
。
徳
三
年
条
に
は
、
と
こ
ろ
が
、
『
草
根
集
』
巻
九
・
宝
　
　
七
月
朔
日
、
南
禅
寺
東
禅
院
景
南
和
尚
之
勧
進
に
て
、
讃
の
色
紙
　
　
を
給
は
り
し
、
自
分
之
外
人
数
、
勢
、
飛
鳥
井
中
納
言
入
道
祐
雅
、
息
　
　
中
納
言
雅
親
、
冷
泉
中
納
言
持
為
、
畠
山
入
修
理
大
夫
入
道
賢
良
、
細
川
　
　
右
馬
頭
入
道
道
賢
、
尭
孝
法
印
、
愚
弟
正
広
　
　
　
遠
浦
帰
帆
沖
津
風
た
つ
夕
浪
に
と
ぶ
鳥
の
か
へ
る
を
見
れ
ば
舟
に
い
さ
り
火
（
六
九
八
七
）
と
あ
り
、
当
座
で
は
、
漢
詩
も
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
参
加
者
は
、
詞
書
に
見
え
る
、
正
徹
及
び
飛
鳥
井
祐
雅
・
雅
親
・
下
冷
泉
持
為
・
畠
山
賢
良
・
細
川
道
賢
・
尭
孝
・
正
広
の
内
、
祐
雅
の
名
が
書
陵
部
蔵
『
歌
書
集
成
』
に
は
見
え
ず
、
代
わ
り
に
桃
華
野
人
（
一
条
兼
良
）
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
初
、
祐
雅
に
依
頼
す
る
予
定
だ
っ
た
の
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
兼
良
に
代
わ
っ
た
も
の
と
推
測
　
　
　
（
4
0
）
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
兼
良
以
外
は
全
て
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
作
者
で
あ
る
。
　
『
瀟
湘
八
景
歌
』
の
折
の
漢
詩
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
書
陵
部
蔵
『
待
需
抄
』
巻
六
（
二
六
六
ー
四
）
所
収
の
『
瀟
湘
八
景
歌
』
よ
り
直
前
の
八
景
詩
で
あ
る
。
作
者
は
、
景
南
英
文
・
雲
章
一
慶
・
東
沼
周
巌
・
竺
雲
竜
憧
・
瑞
岩
竜
憧
・
東
丘
文
豊
・
端
渓
周
鳳
・
東
旭
等
輝
で
あ
る
。
東
丘
文
豆
と
東
旭
等
輝
を
除
い
た
六
名
が
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
出
詠
者
と
同
様
で
あ
る
。
和
歌
に
「
遣
遥
院
入
道
前
内
大
臣
」
と
注
記
が
あ
り
、
そ
れ
が
三
条
西
実
隆
の
家
集
『
再
昌
草
』
の
明
応
一
〇
年
二
五
〇
こ
の
詠
と
一
致
す
る
の
が
問
題
と
な
る
。
だ
が
、
前
述
し
た
端
渓
の
交
友
圏
、
及
び
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
作
者
か
ら
推
測
す
る
と
、
『
瀟
湘
八
景
歌
』
の
漢
詩
と
考
え
て
も
無
理
は
無
い
。
さ
ら
に
、
前
掲
『
待
需
抄
』
所
収
の
問
題
の
八
景
詩
の
内
、
端
渓
の
、
「
平
沙
落
雁
」
題
の
詩
、
129
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飛
無
意
問
帰
程
、
湘
水
南
辺
下
晩
晴
、
聖
主
上
林
猶
射
猟
、
青
雲
不
似
白
沙
平
、
　
　
　
　
　
　
へ
が
、
「
平
沙
落
雁
図
」
と
題
し
、
端
渓
周
鳳
の
『
臥
雲
藁
』
に
見
え
る
。
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
一
〇
月
一
七
日
に
死
去
し
た
三
条
西
実
連
の
哀
悼
の
詩
の
直
前
に
あ
り
、
配
列
の
上
か
ら
時
期
的
に
符
合
す
る
事
実
も
傍
証
と
な
る
。
　
成
立
事
情
に
関
し
て
は
、
正
広
の
『
松
下
集
』
五
九
八
番
歌
・
詞
書
に
、
出
詠
歌
が
書
陵
部
蔵
『
歌
書
集
成
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
詩
歌
の
記
事
が
見
え
、
そ
こ
に
は
「
宝
徳
三
年
七
月
朔
日
、
南
禅
寺
東
南
院
景
南
和
尚
の
す
・
め
に
て
、
八
景
を
書
侍
る
屏
風
に
、
詩
歌
を
色
紙
に
か
き
て
を
さ
れ
侍
る
に
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
『草
根
集
』
の
詞
書
を
も
含
め
勘
案
す
る
と
、
勧
進
者
の
景
南
が
本
詩
歌
の
主
催
者
で
あ
り
、
同
時
に
、
南
禅
寺
東
禅
院
の
瀟
湘
八
景
の
屏
風
に
押
す
た
め
の
色
紙
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
瀟
湘
八
景
歌
』
も
賢
良
・
正
徹
と
五
山
僧
を
結
ぶ
作
者
圏
の
中
で
制
作
さ
れ
た
資
料
と
し
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
瀟
湘
八
景
を
五
山
僧
が
好
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
　
　
（
4
1
）
ら
れ
る
が
、
一
方
の
歌
人
は
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
の
実
績
を
踏
ま
え
、
賢
良
主
導
で
出
詠
者
が
決
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
も
、
賢
良
・
正
徹
ら
の
歌
人
と
五
山
叢
林
の
名
僧
を
中
核
と
す
る
雅
会
の
サ
ロ
ン
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
力
守
護
の
賢
良
は
、
歌
人
と
五
山
僧
が
集
う
雅
交
の
「
場
」
を
提
供
す
る
後
援
者
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
『
草
根
集
』
に
は
、
確
か
に
歌
会
催
行
記
事
が
目
立
つ
が
、
前
掲
の
『
草
根
集
』
六
五
八
番
歌
に
見
え
る
「
長
老
達
会
合
」
の
よ
う
に
、
漢
詩
と
和
歌
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
雅
会
も
催
さ
れ
て
い
る
。
『畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
と
『
瀟
湘
八
景
歌
』
が
漢
詩
を
伴
っ
て
い
る
の
も
会
得
さ
れ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
本
稿
で
は
田
中
本
『
鷹
歌
等
』
所
収
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
発
掘
と
考
証
を
端
緒
に
、
賢
良
家
主
催
の
歌
会
の
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
や
『
瀟
湘
八
景
歌
』
の
成
立
を
支
え
た
人
的
交
流
に
焦
点
を
当
て
、
賢
良
の
交
友
圏
の
実
相
を
考
究
し
て
き
た
。
　
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
は
、
文
安
三
年
を
軸
と
す
る
前
後
二
、
三
年
の
間
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
出
発
か
ら
旅
程
ご
と
に
各
人
が
名
所
詠
を
詠
ん
だ
歌
稿
が
原
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
催
行
の
背
景
に
は
、
賢
良
家
・
一
色
家
の
歌
会
に
お
い
て
歌
道
家
や
正
徹
の
門
弟
筋
を
中
心
と
す
る
歌
僧
や
連
歌
師
に
ま
で
参
加
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い
た
事
実
が
存
す
る
。
　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
最
後
に
賢
良
が
主
催
・
出
詠
し
た
和
歌
会
（
並
び
に
漢
詩
会
）
の
「
場
」
の
機
能
を
、
階
層
ご
と
に
①
か
ら
⑤
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
　
①
幕
府
歌
会
…
将
軍
家
の
公
的
行
事
。
武
家
の
出
詠
者
は
、
管
領
家
・
御
相
伴
衆
　
　
ク
ラ
ス
の
守
護
大
名
に
限
ら
れ
る
。
一
方
、
公
家
は
歌
道
家
や
堂
上
家
が
参
会
　
　
す
る
た
め
、
義
忠
（
賢
良
）
は
武
家
・
公
家
・
門
跡
僧
侶
の
名
門
と
幅
広
く
知
遇
　
　
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
②
守
護
大
名
あ
る
い
は
尭
孝
主
催
の
歌
会
…
賢
良
や
正
徹
も
参
加
。
機
能
的
に
は
　
　
「③
義
忠
（
賢
良
）
家
歌
会
」
に
類
似
す
る
。
　
③
義
忠
（
賢
良
）
家
歌
会
…
在
京
守
護
の
御
相
伴
衆
ク
ラ
ス
と
正
徹
ら
地
下
の
歌
　
　
僧
と
が
交
流
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
正
徹
ら
に
と
っ
て
は
詠
歌
の
「
場
」
が
　
　
提
供
さ
れ
た
が
、
一
方
の
守
護
大
名
に
と
っ
て
は
、
プ
ロ
の
法
体
歌
人
と
の
接
　
　
触
に
よ
り
和
歌
の
素
養
や
技
術
を
高
め
得
る
効
用
が
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
無
　
　
論
、
①
幕
府
歌
会
と
異
な
り
、
②
③
の
歌
会
の
「
場
」
に
は
、
身
分
や
地
位
に
　
　
必
ず
し
も
限
定
さ
れ
ず
参
集
で
き
た
。
そ
し
て
、
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
や
『
瀟
　
　
湘
八
景
歌
』
に
結
実
す
る
和
歌
と
漢
詩
と
が
セ
ッ
ト
で
詠
ま
れ
る
文
芸
サ
ロ
ン
　
　
の
母
体
と
な
っ
た
側
面
も
注
目
さ
れ
る
。
　
④
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
…
正
徹
と
招
月
庵
流
の
門
弟
を
中
心
に
、
尭
　
　
孝
や
心
恵
（
敬
）
も
参
加
し
た
。
「
③
義
忠
（
賢
良
）
家
歌
会
」
同
様
に
、
冷
泉
　
　
派
H
招
月
庵
流
、
二
条
派
1
1
常
光
院
流
の
異
な
る
歌
道
流
派
に
属
す
る
歌
人
の
　
　
共
存
・
参
会
が
賢
良
の
統
率
力
に
よ
り
図
ら
れ
て
い
る
。
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⑤
『
畠
山
匠
作
亭
詩
歌
』
や
『
瀟
湘
八
景
歌
』
等
…
②
か
ら
④
の
歌
会
で
培
っ
た
　
　
賢
良
の
人
脈
に
加
え
、
東
福
寺
を
初
め
相
国
寺
・
南
禅
寺
の
五
山
僧
を
集
め
漢
　
　
詩
の
出
詠
者
を
構
成
。
正
徹
が
和
歌
し
か
詠
ま
な
か
っ
た
（
『
栗
棘
志
』
二
・
列
伝
、
　
　
正
徹
『
な
ぐ
さ
み
草
』
）
の
に
対
し
、
賢
良
は
和
歌
会
と
漢
詩
会
を
連
続
し
た
　
　
「
場
」
で
催
し
両
者
を
結
び
付
け
た
。
人
的
構
成
の
面
で
も
、
正
徹
ら
招
月
庵
　
　
流
の
禅
僧
と
五
山
叢
林
の
交
流
が
活
性
化
さ
れ
る
役
割
を
果
し
た
。
他
の
守
護
大
名
に
比
し
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
③
以
降
で
あ
る
。
義
忠
（
賢
良
）
は
、
和
歌
の
守
護
神
の
住
吉
・
玉
津
島
社
を
訪
れ
る
数
奇
心
に
加
え
、
東
福
寺
塔
頭
栗
棘
庵
と
正
徹
の
招
月
庵
と
関
係
が
深
か
っ
た
た
め
、
階
層
や
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
多
様
な
文
芸
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
註（
1
）
　
佐
藤
恒
雄
「
『
正
徹
詠
草
』
（
永
享
六
年
）
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
国
文
』
第
四
五
巻
・
四
号
昭
　
　
五
↓
・
三
）
で
紹
介
と
精
察
が
成
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
稲
田
利
徳
「
正
徹
の
研
究
中
世
歌
　
　
人
研
究
』
（
昭
五
三
・
笠
間
書
院
）
第
三
篇
第
一
章
第
二
節
が
所
収
歌
の
特
性
や
資
料
的
意
義
に
　
　
つ
い
て
考
究
し
て
い
る
。
（
2
）
　
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵
『
永
享
五
年
詠
草
』
（
仮
称
、
外
題
「
招
月
正
徹
詠
歌
」
）
は
、
　
　
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
室
町
前
期
』
（
昭
三
六
初
版
、
昭
五
九
改
訂
新
版
・
明
治
　
　
書
院
）
が
初
め
て
紹
介
し
、
谷
山
茂
・
国
枝
利
久
「
正
徹
詠
草
－
付
・
正
徹
百
首
1
」
（
『
文
学
・
　
　
語
学
』
第
二
八
号
、
昭
三
八
ニ
ハ
）
、
及
び
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
の
第
三
篇
第
一
章
第
一
節
に
　
　
論
究
が
あ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
永
享
五
年
詠
草
』
（
仮
称
、
外
題
な
し
）
に
つ
い
て
は
　
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
・
第
三
篇
第
一
章
第
三
節
に
紹
介
と
考
証
が
あ
る
。
（
3
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
第
三
篇
第
一
章
第
一
節
中
の
指
摘
。
（
4
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
［
4
］
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
［
国
文
学
資
料
・
　
　
聖
教
類
編
］
』
（
平
一
七
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
に
一
五
丁
裏
か
ら
一
六
丁
表
の
写
真
と
書
　
　
誌
解
題
が
備
わ
る
。
な
お
、
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
展
示
『
う
た
の
ち
か
ら
－
和
歌
の
時
代
　
　
史
－
』
（
会
期
、
平
一
七
・
一
〇
・
二
二
～
一
一
・
二
七
）
に
お
い
て
出
展
さ
れ
、
展
示
図
録
『
う
　
　
た
の
ち
か
ら
ー
和
歌
の
時
代
史
ー
』
（
平
一
七
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
に
一
六
丁
表
の
写
　
　
真
と
解
説
が
掲
載
さ
れ
る
。
（
5
）
　
河
合
政
治
『
中
世
武
家
社
会
の
研
究
』
（
昭
四
八
・
吉
川
弘
文
館
）
、
米
原
正
義
「
細
川
満
元
　
　
と
北
山
文
化
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
第
八
〇
巻
・
二
号
、
昭
五
四
・
一
一
）
。
（
6
）
　
『
十
二
月
絵
詩
歌
畠
山
亭
』
（
外
題
、
H
l
六
〇
〇
　
一
四
一
ニ
ー
ム
一
〇
こ
、
『
瀟
湘
八
景
　
　
詩
歌
』
（
外
題
、
H
ー
六
〇
〇
　
一
四
七
七
ー
ム
一
七
一
）
。
（
7
）
　
井
上
宗
雄
「
中
世
教
訓
歌
略
解
題
付
・
教
訓
歌
小
考
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
二
四
号
、
　
　
昭
四
五
・
七
）
。
山
本
一
「
鷹
百
首
類
伝
本
概
観
の
試
み
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
　
　
調
査
研
究
報
告
』
第
一
八
号
、
平
一
〇
・
六
）
（
8
）
　
該
本
は
、
諸
所
に
蔵
さ
れ
、
寛
永
＝
二
年
板
本
も
存
す
る
。
二
条
良
基
『
嵯
峨
野
物
語
』
に
　
　
も
「
近
代
鷹
を
こ
の
む
人
、
公
家
に
ま
れ
な
り
、
西
園
寺
相
国
公
経
、
常
盤
井
太
政
大
臣
実
氏
、
　
　
入
道
相
国
実
兼
け
し
か
ら
ず
こ
の
み
ち
の
好
士
也
」
と
あ
り
、
鎌
倉
期
に
西
園
寺
家
の
人
々
は
　
　
み
な
鷹
を
好
ん
だ
。
な
お
、
前
掲
註
（
7
）
井
上
論
文
参
照
。
（
9
）
　
久
松
潜
一
編
『
歌
論
集
（
一
）
　
中
世
の
文
学
』
（
昭
四
六
・
三
弥
生
書
店
）
所
収
。
ま
た
、
　
　
解
題
（
佐
藤
恒
雄
・
福
田
秀
一
執
筆
）
参
照
。
（
1
0
）
　
『
私
家
集
大
成
　
第
五
巻
　
中
世
皿
』
、
「
草
根
集
」
W
「
解
題
」
、
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
第
　
　
二
篇
第
二
章
を
参
照
し
た
。
（
1
1
）
　
例
え
ば
、
建
武
三
年
（
二
三
二
六
）
の
『
住
吉
社
法
楽
和
歌
』
、
暦
応
二
年
（
＝
三
二
九
）
の
『
春
　
　
日
奉
納
和
歌
』
等
の
巻
末
に
奉
納
の
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、
南
北
朝
期
に
既
に
先
例
が
あ
る
。
（
1
2
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
・
第
二
篇
第
二
章
第
二
節
。
（
1
3
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
・
第
二
篇
第
二
章
第
二
節
。
（
1
4
）
　
常
闇
の
詠
歌
事
蹟
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
心
敬
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
「
清
厳
和
尚
・
　
　
尭
孝
法
印
・
春
日
三
位
入
道
常
闇
」
と
あ
る
の
に
加
え
、
『
応
仁
略
記
』
に
「
春
日
の
三
位
常
間
・
　
　
招
月
庵
・
常
光
院
」
と
見
え
る
。
正
徹
・
尭
孝
と
並
称
さ
れ
る
、
指
導
者
的
な
地
位
に
あ
る
専
　
　
門
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
東
常
縁
筆
録
の
『
東
野
州
聞
書
』
に
畠
山
持
純
の
質
問
　
　
に
常
闇
が
答
え
る
箇
所
が
あ
り
、
和
歌
に
つ
い
て
深
い
学
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
　
　
る
。
（
1
5
）
　
円
雅
は
、
『
顕
伝
明
名
録
』
に
「
尭
孝
門
弟
、
住
東
山
、
号
岩
倉
法
師
、
号
実
祐
上
人
、
号
常
　
　
光
院
、
新
続
古
今
集
作
者
隠
名
也
、
見
長
録
　
孝
」
（
読
点
稿
者
、
以
下
同
様
）
と
あ
る
。
『
新
　
　
続
古
今
集
』
に
隠
名
で
一
首
入
集
（
二
〇
八
六
）
。
『
円
雅
集
』
に
「
嘉
吉
の
こ
ろ
、
畠
山
の
匠
　
　
作
の
会
に
五
月
蝉
と
い
ふ
こ
と
を
」
（
一
八
）
と
あ
り
、
嘉
吉
年
間
（
一
四
四
一
～
三
）
に
賢
　
　
良
（
義
忠
）
家
の
歌
会
へ
出
詠
し
て
い
た
。
尭
憲
『
和
歌
深
秘
抄
』
に
＝
、
満
願
寺
殿
〈
嘉
　
　
孝
之
事
也
〉
古
今
集
相
伝
の
人
数
承
度
候
、
先
師
に
古
今
伝
授
の
事
御
尋
候
注
進
候
」
と
あ
る
　
　
中
に
、
「
畠
山
播
磨
守
円
雅
」
と
見
え
、
畠
山
の
一
族
と
推
測
さ
れ
て
き
た
。
以
上
、
井
上
宗
　
　
雄
「
尭
憲
・
嘉
恵
・
円
雅
・
常
縁
ー
常
光
院
尭
孝
の
門
流
」
（
「
和
歌
文
学
研
究
』
第
一
〇
号
、
　
　
昭
三
八
∴
○
）
、
稲
田
利
徳
「
新
続
古
今
集
の
読
人
し
ら
ず
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
世
文
学
研
　
　
究
』
第
二
号
、
昭
五
一
・
七
）
、
前
掲
註
（
2
）
井
上
著
書
参
照
。
と
こ
ろ
が
、
『
文
安
年
中
御
番
帳
』
　
　
の
奉
公
衆
の
四
番
頭
人
に
「
畠
山
播
磨
守
」
と
あ
る
の
が
近
時
新
た
に
見
出
さ
れ
、
円
雅
が
奉
　
　
公
衆
の
家
柄
で
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
来
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雅
世
）
　
　
　
　
（
持
為
）
　
　
　
　
（
義
忠
）
（
1
6
）
　
常
佐
は
、
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
「
其
席
作
者
先
達
黄
門
・
冷
泉
黄
門
・
畠
山
匠
作
・
同
名
　
　
（
持
純
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
主
我
統
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
親
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
信
配
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浄
一
兀
）
　
　
阿
波
守
・
同
名
左
衛
門
佐
・
一
色
左
京
大
夫
・
武
田
大
膳
大
夫
・
小
笠
原
備
前
入
道
・
東
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（
氏
数
）
　
　
　
　
（
常
勲
）
　
　
下
総
守
・
近
藤
入
道
・
宗
醐
法
師
・
智
蕊
・
外
郎
・
常
佐
」
と
見
え
る
。
だ
が
、
寿
阿
の
名
は
、
『
顕
　
　
伝
明
名
録
』
や
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
見
出
さ
れ
な
い
。
『
嘉
孝
法
印
日
記
』
に
、
前
掲
の
一
色
教
　
　
親
家
・
賢
良
家
の
四
月
の
月
次
三
首
歌
会
と
当
座
五
十
首
歌
会
の
他
に
、
二
月
・
三
月
の
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尭
孝
）
　
　
く
月
次
三
首
歌
会
と
当
座
五
十
首
歌
会
の
左
注
に
「
題
者
予
、
読
師
同
、
講
師
寿
阿
、
人
数
如
　
　
先
々
」
（
八
三
　
～
九
〇
、
一
二
〇
～
一
二
六
）
と
記
さ
れ
る
。
畠
山
持
純
家
の
四
月
の
三
十
首
　
　
歌
会
の
左
注
に
も
、
「
出
題
予
、
読
師
同
、
講
師
寿
阿
（
以
下
略
）
」
（
一
五
六
～
一
六
〇
）
と
あ
る
。
　
　
尭
孝
が
題
者
か
読
師
で
あ
っ
た
歌
会
で
講
師
を
務
め
て
お
り
、
尭
孝
の
信
任
を
受
け
て
い
た
人
　
　
物
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
（
1
7
）
　
『
顕
伝
明
名
録
』
に
「
正
徹
弟
子
、
若
州
住
人
井
上
能
登
守
」
と
あ
る
。
畠
山
氏
被
官
で
歌
　
　
道
と
連
歌
に
心
を
寄
せ
て
い
た
井
上
氏
の
統
英
の
父
・
総
英
の
祖
父
に
比
定
す
る
説
が
あ
る
　
　
（
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
〈
昭
五
一
・
桜
楓
社
〉
第
一
章
）
。
統
英
は
義
統
被
官
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
八
三
）
　
　
総
英
は
義
総
被
官
の
た
め
、
偏
誰
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
文
明
十
五
年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
二
三
）
　
　
二
日
／
賦
何
船
連
歌
」
、
「
大
永
三
年
九
月
廿
一
日
／
賦
何
路
連
歌
」
の
連
衆
で
あ
る
。
そ
し
て
、
　
　
忠
英
は
、
康
正
元
年
（
一
四
五
七
）
九
月
七
日
催
行
の
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
武
家
歌
合
』
の
作
者
　
　
で
あ
る
。
な
お
、
「
賢
良
高
野
山
参
詣
路
次
和
歌
」
の
出
詠
者
で
「
武
家
歌
合
』
に
参
加
し
て
　
　
い
る
の
は
、
忠
英
の
他
、
正
徹
・
心
敬
・
正
広
が
い
る
。
（1
8
）
　
前
掲
註
（
1
7
）
米
原
著
書
に
指
摘
が
あ
る
。
（
1
9
∀
　
『
康
富
記
』
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
九
月
二
七
日
条
。
（2
0
）
　
野
毛
孝
彦
「
心
敬
年
譜
」
（
『
文
芸
研
究
』
一
⊥
ハ
号
、
昭
四
一
・
一
〇
）
、
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
　
　
は
、
正
徹
が
三
井
寺
三
仏
地
院
へ
出
向
い
た
記
事
を
『
草
根
集
』
に
よ
り
年
次
別
に
集
計
し
た
　
　
と
こ
ろ
、
宝
徳
年
間
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
「
三
井
寺
仏
地
院
の
一
四
度
の
歌
会
で
一
首
も
　
　
不
の
札
が
な
か
っ
た
事
件
も
、
宝
徳
年
間
の
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
　
　
「
前
半
の
十
三
カ
月
間
、
無
敗
の
年
も
、
こ
れ
に
近
い
頃
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
み
て
、
そ
れ
　
　
ほ
ど
大
き
な
支
障
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
（
2
1
）
　
住
吉
大
社
・
玉
津
島
神
社
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
「
和
歌
の
神
と
し
て
の
住
吉
の
神
ー
そ
の
　
　
成
り
立
ち
と
展
開
ー
」
（
『
す
み
の
え
』
第
一
七
五
号
、
昭
五
九
・
二
二
、
後
に
『
古
今
集
以
後
』
〈
平
　
　
一
二
・
笠
間
書
院
V
）
、
三
輪
正
胤
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』
（
平
六
・
風
間
書
房
）
、
拙
稿
「
二
条
　
　
為
世
の
玉
津
島
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
国
文
学
研
究
』
第
一
三
四
集
、
平
二
二
・
六
）
。
（
2
2
）
　
正
徹
の
出
家
時
期
に
つ
い
て
は
従
来
諸
説
あ
っ
た
が
、
『
弘
文
荘
名
家
真
蹟
図
録
』
（
昭
四
六
・
　
　
弘
文
荘
）
掲
載
の
「
自
筆
和
歌
懐
紙
」
、
「
正
徹
／
の
ち
の
世
を
な
け
く
／
涙
と
い
ひ
な
し
て
す
　
　
み
／
の
心
に
や
つ
し
す
て
つ
る
／
応
永
廿
一
年
三
月
十
六
日
の
あ
か
つ
き
の
口
す
さ
め
也
」
の
　
　
考
証
に
よ
り
、
応
永
一
＝
年
三
月
一
六
日
が
定
説
と
な
っ
た
。
田
中
新
一
「
正
徹
の
出
家
年
時
　
　
－
正
徹
研
究
ノ
ー
ト
ー
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
四
巻
三
号
、
昭
五
二
・
三
）
参
照
。
な
お
、
　
　
正
徹
が
応
永
一
八
年
四
月
以
降
に
正
徹
が
東
福
寺
塔
頭
栗
棘
庵
一
華
軒
の
東
漸
健
易
に
師
事
　
　
し
た
と
す
る
の
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
東
漸
和
尚
語
録
』
の
透
写
本
に
基
づ
く
（
前
　
　
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
第
一
篇
第
一
章
第
二
節
）
。
だ
が
、
正
徹
は
応
永
三
一
年
九
月
五
日
に
は
、
　
　
六
角
東
洞
院
と
高
倉
の
間
北
頬
辻
子
奥
に
草
庵
を
構
え
て
お
り
（
『
松
下
集
』
五
九
〇
詞
書
）
、
　
　
遅
く
と
も
こ
の
年
ま
で
に
は
、
東
福
寺
栗
棘
庵
を
出
て
い
た
。
翌
年
春
日
西
洞
院
の
南
頬
に
転
　
　
居
す
る
（
『
松
下
集
』
五
九
一
詞
書
）
が
、
こ
の
春
日
西
洞
院
の
南
頬
の
庵
室
こ
そ
が
正
徹
没
　
　
後
、
正
広
、
正
般
に
伝
領
さ
れ
た
招
月
庵
で
あ
る
（
『
親
元
日
記
』
文
明
一
五
年
九
月
一
〇
日
条
・
　
　
別
記
「
政
所
賦
銘
引
付
」
。
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
第
一
篇
第
二
章
第
一
節
に
所
引
）
。
（
2
3
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
第
一
篇
第
一
章
第
一
節
。
（
2
4
）
　
例
え
ば
、
前
掲
『
棘
林
志
』
は
、
栗
棘
庵
の
開
祖
の
空
性
に
つ
い
て
「
靱
建
檀
那
覚
山
空
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庵
主
〈応
永
十
一
年
甲
申
七
月
十
四
日
／
卒
、
和
島
領
主
温
井
備
中
守
〉
」
と
温
井
氏
に
比
定
　
　
す
る
。
ま
た
、
空
性
は
、
正
徹
が
師
事
し
た
東
漸
瑞
竜
の
叔
父
で
あ
っ
た
（
東
京
大
学
史
料
編
　
　
纂
所
蔵
『
一
華
東
漸
和
尚
龍
石
藁
』
）
。
（
2
5
）
　
福
田
豊
彦
『
室
町
幕
府
と
国
人
一
揆
』
（
平
七
・
吉
川
弘
文
館
）
の
年
代
考
証
に
依
る
。
ま
　
　
た
、
秋
元
大
輔
「
室
町
幕
府
諸
番
帳
の
成
立
年
代
の
研
究
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
三
四
八
号
、
昭
　
　
五
三
・
九
）
を
参
照
し
た
。
（
2
6
）
　
二
木
謙
一
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
（
昭
六
〇
・
吉
川
弘
文
館
）
の
人
物
比
定
を
参
照
し
た
。
（
2
7
）
　
永
原
慶
二
『
大
名
領
国
制
』
（
『
体
系
日
本
歴
史
』
三
〈
昭
四
二
・
日
本
評
論
社
〉
）
、
前
掲
註
　
　
（
2
6
）
二
木
著
書
等
。
（
2
8
）
　
井
上
宗
雄
「
常
光
院
尭
孝
に
つ
い
て
ー
伝
記
・
業
績
及
び
人
物
　
」
（
『
言
語
と
文
芸
』
第
　
　
一
八
号
、
昭
三
六
・
一
一
）
。
（
2
9
）
　
正
徹
が
『
新
続
古
今
集
』
に
一
首
も
入
集
し
な
か
っ
た
事
象
に
つ
い
て
は
、
古
来
、
天
文
二
　
　
年
（
一
五
三
四
）
成
立
の
英
俊
著
『
多
聞
院
日
記
』
以
降
、
正
徹
の
詠
ん
だ
調
刺
の
和
歌
が
、
　
　
足
利
義
教
の
逆
鱗
に
触
れ
、
調
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
松
　
　
下
集
』
に
、
　
　
　
　
床
の
う
へ
に
も
る
露
消
し
程
も
な
く
余
所
に
な
る
こ
の
小
田
の
秋
風
（
六
〇
こ
　
　
　
　
　
　
　
此
歌
は
、
備
前
国
小
田
庄
と
て
庵
領
あ
り
、
普
広
院
殿
の
御
時
、
ゆ
へ
な
く
め
し
　
　
　
　
　
　
　
は
な
さ
れ
侍
り
、
御
代
の
後
、
や
が
て
安
堵
あ
り
し
を
、
愚
身
に
相
続
あ
り
て
老
　
　
　
　
　
　
　
僧
の
死
去
の
後
、
人
の
訴
訟
あ
り
て
、
知
行
せ
ざ
り
、
述
懐
の
心
也
　
　
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
実
際
は
、
義
教
の
怒
り
に
触
れ
て
小
田
庄
の
庵
領
を
没
収
さ
れ
た
こ
と
　
　
が
判
明
し
た
。
諦
居
の
理
由
は
庄
園
の
没
収
で
あ
っ
た
。
井
上
宗
雄
は
、
『
新
続
古
今
集
』
の
　
　
撰
者
・
飛
鳥
井
雅
世
が
義
教
の
忌
避
を
察
知
し
、
入
集
を
拒
絶
し
た
と
す
る
（
前
掲
註
（
2
）
　
　
井
上
著
書
）
。
（
3
0
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
・
第
三
篇
第
二
章
第
六
節
。
な
お
、
稲
田
の
調
査
結
果
に
、
近
時
、
　
　
架
蔵
に
帰
し
た
巻
子
装
の
一
本
を
加
え
た
。
識
語
に
「
寛
文
第
九
暦
孟
冬
中
旬
／
夫
顧
矧
弛
之
　
　
跡
染
毫
終
詑
／
（
花
押
〈
雅
章
〉
）
」
と
あ
る
。
（
3
1
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
・
第
三
篇
第
二
章
第
六
節
。
（
3
2
）
　
畠
山
仙
空
（
持
純
）
に
つ
い
て
は
、
『
東
野
州
聞
書
』
に
も
「
畠
山
（
の
∀
阿
州
」
「
阿
州
」
と
　
　
名
が
見
え
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
出
自
や
身
分
に
つ
い
て
は
従
来
言
及
が
無
い
た
め
、
132
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略
述
し
て
お
こ
う
。
畠
山
満
慶
や
義
忠
が
家
国
男
の
義
深
を
祖
と
す
る
の
に
対
し
て
、
持
純
は
、
　
　
同
じ
く
家
国
男
の
国
清
を
祖
と
す
る
。
だ
が
、
義
忠
ま
で
の
系
譜
が
管
領
（
基
国
、
義
深
男
）
　
　
ー
能
登
守
護
（
満
慶
、
基
国
男
）
と
続
く
管
領
家
畠
山
氏
の
有
力
庶
流
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
　
　
清
の
子
孫
は
い
わ
ば
末
流
で
あ
る
。
持
純
は
、
国
清
の
孫
に
当
た
る
持
頼
男
で
、
『
系
図
纂
要
』
　
　
成
和
源
氏
十
二
（
国
立
公
文
書
館
蔵
旧
内
閣
文
庫
〈
一
五
五
ー
四
〇
八
〉
本
に
拠
る
）
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ヱ
　
　
「
右
馬
頭
阿
波
守
／
於
摂
州
陽
山
討
死
／
法
名
仏
空
」
と
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
永
享
以
来
御
　
　
番
帳
』
の
永
享
三
年
の
項
に
は
、
「
四
番
／
畠
山
右
馬
頭
持
純
」
と
あ
り
、
御
伴
衆
四
番
の
頭
　
　
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
『
花
営
三
代
記
』
応
永
二
八
年
＝
月
か
ら
三
二
年
四
月
二
一
日
の
　
　
各
条
に
依
る
と
、
持
純
が
将
軍
義
量
の
近
習
で
あ
り
、
義
量
死
後
は
義
持
に
仕
え
た
こ
と
が
分
　
　
か
る
。
ま
た
、
『
花
営
三
代
記
』
の
、
義
量
死
去
後
の
約
二
箇
月
後
に
当
た
る
応
永
三
二
年
四
　
　
月
二
一
日
条
に
は
、
故
義
量
奉
公
の
面
々
が
大
御
所
義
持
に
拝
謁
し
た
こ
と
を
記
し
、
そ
の
中
　
　
に
「
阿
波
守
／
畠
山
右
馬
頭
次
郎
持
純
」
と
見
え
る
。
（
3
3
）
　
『
ひ
と
り
ご
と
』
本
文
に
は
「
永
享
年
中
の
比
」
と
す
る
が
、
掲
出
の
資
料
の
検
討
か
ら
、
井
　
　
上
宗
雄
は
「
こ
の
記
述
は
文
安
・
宝
徳
頃
ま
で
の
歌
壇
の
様
相
を
回
顧
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
　
　
い
」
と
す
る
（
前
掲
註
（
2
）
井
上
著
書
）
。
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
も
こ
れ
を
首
肯
す
る
。
（
3
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
金
子
金
治
郎
に
よ
り
、
①
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
瑚
塵
抄
』
の
序
「
其
　
　
比
高
山
の
宗
醐
と
云
人
有
て
、
世
こ
ぞ
り
て
此
道
を
ま
な
ぶ
、
（
中
略
）
幸
傍
輩
な
る
人
な
れ
ば
、
　
　
不
断
に
庭
訓
を
う
け
た
て
ま
つ
る
」
と
あ
り
、
②
こ
の
序
文
の
署
名
者
「
忠
説
」
が
山
名
家
の
　
　
家
臣
で
あ
り
、
③
文
中
で
「
傍
輩
な
る
人
」
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
、
を
根
拠
に
論
証
さ
れ
て
　
　
い
る
（
『
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
』
〈
昭
四
四
・
桜
楓
社
〉
第
三
章
）
。
神
宮
文
庫
本
『
新
撰
菟
　
　
玖
波
集
作
者
部
類
』
に
「
宗
瑚
法
師
　
山
名
内
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
。
な
お
、
　
　
奥
田
久
輝
「
宗
醐
年
譜
」
（
『
園
田
国
文
』
第
四
号
、
昭
五
七
・
一
〇
）
参
照
。
（
3
5
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
・
第
一
篇
第
二
章
第
一
節
。
（
3
6
）
　
今
谷
明
『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章
（
昭
六
〇
・
岩
波
書
店
）
。
（
3
7
）
東
四
柳
史
明
「
戦
国
期
の
能
登
畠
山
氏
と
五
山
叢
林
塔
頭
ー
『
東
福
寺
栗
棘
庵
文
書
』
の
考
　
　
察
1
」
（
『
北
陸
史
学
』
第
二
⊥
ハ
号
、
昭
五
二
∴
一
）
。
（3
8
）
　
前
掲
註
（
1
7
）
米
原
著
書
に
指
摘
が
あ
る
。
（
3
9
）
　
正
徹
は
、
賢
良
を
通
じ
て
端
渓
と
交
流
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
「
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
長
禄
　　
元
年
二
四
五
七
）
六
月
四
鰻
難
夫
也
・
＝
一
日
所
ニ
ミ
エ
タ
リ
　
　
　
四
日
、
－
昨
日
於
大
夫
公
宅
、
与
松
月
徹
書
記
相
会
、
凡
学
和
歌
者
、
尤
不
欽
服
、
　
　
　
予
就
問
本
朝
数
事
、
（
以
下
略
）
　
　
と
見
え
、
端
渓
が
賢
良
宅
で
正
徹
と
面
会
し
、
「
本
朝
」
の
幾
つ
か
の
こ
と
を
正
徹
に
聞
い
て
　
　
い
る
。
（4
0
）
　
＝
削
掲
註
（
－
）
稲
田
薯
口
書
・
第
三
佐
扁
第
二
童
’
↑
弟
⊥
ハ
節
。
（
4
1
）
　
前
掲
註
（
1
）
稲
田
著
書
・
第
三
篇
第
二
章
第
四
節
・
第
六
節
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
’
堀
　
　
川
貴
司
著
『
瀟
湘
八
景
歌
　
絵
画
に
見
る
日
本
化
の
様
相
』
（
平
一
四
・
臨
川
書
店
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
外
来
研
究
員
）
（二
〇
〇
六
年
三
月
二
七
日
受
理
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
七
日
審
査
終
了
）
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The　WarHor　Wbrld　of　Poetry　during　the　Bunnan　and　Hotoku　Eras：
Shotetsll　and　the　Noto　Shllgo　Hatakeyama　lkbshitada
SAKAI　Shigeyuki
　　　This　paper　investigates　the　people　who　produced　poems　in　the　poetry　gatherings　held　by　Hatakeyama
Ybshitada，　whose　Buddhist　name　was　Kenryo，　the　shugo　of　Noto　Province，　and　the　status　and　organization　of　the
public　officials，　warriors　and　monks　who　attended　these　gatherings．　The　chief　source　for　this　investigation　is　the
work　entitled‘Waka　Poets　in　J皿rneys，　When　Kenryo　Go　Pilgrimage　to　Sumiyoshi，　Tamatsushima，　Mt．　Koya”
（“Kenryo’s　Pilgrimage　to　Sumiyoshi，　Tamatsushima　and　Mt．　Koya　and　People　Met　on　His　Journeys”）contained
in‘Waka　Poems　on　A　Hawk”formerly　held　in　the　Tanaka　YUtaka　Collection　and　now　held　in　the　collection　of　the
National　Museum　of　Japanese　History　For　the　purposes　of　this　paper　the　work　will　be　referred　to　as“Kenryo
Koya－san　Sankei　Roji　Waka”（‘Waka　Poems　of　Kenryo’s　Pilgrimage　to　Mt．　Koya　and　Journeys”）．
　　　The　book“Takauta　Nado”formerly　in　the　Tanaka　Collection　has　many　items　related　to　the　Zen　monk　poet
Shotetsu，　including　ten　new　poems　by　Shotetsu　amongst　an　unorganized　assortment　of　copied　poems．　However，
being　transcriptions　of　written　copies　of　poems　from　a　time　near　to　the　editing　of　Shotetsu’s“Sokonshu”collection
of　poems，　caution　is　required　when　looking　at　these　poems．‘Waka　Poems　of　Kenryo’s　Pilgrimage　to　Mt．　Koya　and
Journeys”is　also　included　amongst　this　kind　of　set　of　materials．　External　evidence　puts　the　date　of　its　compilation
within　three　or　four　years　before　or　after　1446．　It　is　worth　noting　that　the　poets　who　attended　these　poetry
gatherings　were　confined　to　Shotetsu　and　monks　who　were　Gyoko’s　disciples．　Independent　books　remaining
from　poetry　gatherings　held　by　Hatakeyama　Ybshitada，　are“Hatakey㎜a　Shosakutei　Shiika”and“Shosho　Hakkei
Uta”．　In　both　cases　the　writers　of　the　poems　are　predominantly　those　from　poet　families　or　shugo　daimyo．　Using
“Hatakeyama　Shosakutei　Shiika”as　a　guide　and　making　a　comparison　with　Shotetsu’s“Sokonshu”and　Gyoko’s
“Gyoko　Hoin　Nikki”，　the　poets　who　attended　Kenryo’s　poetry　gatherings　included　members　of　the　warrior　class
who　served　the　bakufu　and　became　active　as　poets　after　having　turned　their　backs　on　their　families　and　the　world．
These　poets　were　not　the　same　as　the　disciples　of　professional　poets　whose　poems　were　the　only　ones　included　in
‘Waka　Poems　of　Kenryo’s　Pilgrimage　to　Mt．　Koya　and　Journeys”．
　　　“Hatakeyama　Shosakutei　Shiika”and“Shosho　Hakkei　Uta”tell　us　that　Kenryo　was　closely　acquainted　with
Gozan　monks．　We　may　conclude，　therefore，　that　he　played　a　supportive　role　in　gatherings　at　which　poets　and
Gozan　monks　assembled，　The　holding　of　poetry　gatherings　is　mentioned丘equently　in　the“Sokonshu”，　where　it　is
written　that　there　were　also　gatherings　that　combined　Chinese　poetry　with　Japanese　waka．　The　poetry　gatherings
held　by　Kenryo　served　as“ventles”for　the　arts　that　transcended　both　class　and　the　different　schools　of　poetry
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